
札

幌

市

に

お

け

ろ

所

得

分

布

曙

早

川

三

.代

治
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,

目

次

は

し

が

き
。
考

察

の
目
的

。

第

一
章

。

戸

敏

割

所

得

に
よ

る
分

析

。

戸
敏
割
所
得
分
布
表

。

就
会
的

ビ
ラ

赴

ッ
ド

の
形

状
σ

所
得
分
布
曲

線
。

パ

レ
ー
ト
線

。

㈱

一

所
得
分
布
曲

線

の
諸
性
質

。

国

所
得
分
布

の
不
李
等
度

の
測
定

。

㈹

累
積

度
暫
紬分
布

の
吟
咲
叩。

㈹

勢
働
者
所
得
分
布
。

㈹

冤
税
黙
以

下
小
所
得

の
分
布

。

㈹

札

幌

市

に

お
け

る
所
得

分
布

ノ

4

」

、

●

●
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一

商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

第
二
章
。

職
時
中
並
に
職
後
の
所
得
分
布
。

e

第
三
種
所
得
分
布
と
戸
敏
割
所
得
分
布
と
の
比
較
。

⇔

職
時
中
の
所
得
分
布
歌
態

(札
幌
税
務
署
管
匝
)
。

繭

職
後
の
所
得
分
布
状
態

(
札
幌
税
務
署
管
匠
)
。

⑳

・職
後
札
幌
市
に
お
け
る
所
得
分
布
。

は
し
が
き
℃
考
察

の
目
的

、

O

O

塾

`
'

220

'

此
考
察
は
二
章
か
ら
成
る
。
第

一
章
は
丸
幌
市
に
お
け
る
昭
和
五
年
度
並
に
八
年
度
の
戸
数
割
賦
課
の
標
準
と
さ
れ
た
昭
和
四
年
中
並

ゆ

に
八
年
中

の
個
人
所
得

に
關
す

る
分
析

で
あ

る
。
そ

の
骨

子
は
去

る
昭
和
十
年

四
月
、
棘
戸
商
業

大

学

で
開
催

さ
れ
た
日
本
統
計
学
会
第

五
回
研
究
報
告
大
会

に
於

て
報
告
を
豫
定
さ
れ
た
が
、

た
ま
た
ま
病
氣

の
た

め
公
約

を
震

む

こ
と

の
出
來
な
か

つ
た
も

の
で
あ

る
。
資
料

そ
の
も

の
は
既

に
二
+
年
乃

至
二
+
藪
年
も

以
前

の
も

の
で
は
あ
る
が
、
當

時
、
札
幌
市
當
局

の
厚
意

に
よ
つ
て
同
市

の
戸
数
割
賦
課
原

簿

に
よ

つ
て
提
供

さ
れ
た
も

の
で
あ
つ
て
、
そ

の
所
得
額

は
第
三
種
所
得

に
於
け

る
が
如
き
控
除

を
行

は
ぬ
、
謂

は

璽

「
生

の
ま

」
」

の

総

所
得
額
を
示
し
、
且

つ
第

三
種
所
得
に
お
け
る
冤
税
鮎
以
下

の
低
所
得
を
も
包
含
す

る
も
の
で
あ

る
。
私
は
こ

の
資

料
,の
分
析
か
ら
出

立
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と

し

て
、
所
得
分
布

の
諸

麦
な

る
問
題
を
考
察

し
、
就
中
、

冤
税
鮎
以

下

の
低
所
得

の
分
布
状
態
を
推
定

し
、

以

つ

て
全
髄

の
所
得
分
布
欺
態

を
把
握
す

る
に
役
立

た
せ
た

い
と
思

ふ
。

第

二
章
は
第

一
章

に
於

け
る
所
見
を
基
礎

と
し
て
第

三
種

所
得
並

に
綜
合
所
得

の
資

料
か
ら
職

時
中
及
び
職
後

に
於

け
る
所
得
分
布
状

態

の
推
定
を
試

み
る
。
職

時
統
制

時
代
及

び
職
後

イ

ン
フ
レ
ー
シ

.
ン
時
代

に
お
け

る
札
幌
市

の
急
速
な
稜
展
は
瞠
目

に
値

す

る
も

の
が

あ

る
が
、
そ

の
間

に
於

い
て
所
得
分
布
歌
態

は
如
何
な

る
様
相
を
呈
し
た
か
を
比
較

考
察
し
た

い
と
思

ふ
。

ノ

ー



■

、

'

是
等

の
考
察
を
通
じ

て
私
が
期
待

す
る
観
貼
は
凡
そ
次

の
如
く

で
あ

る
。
第

一
の
黙

は
、
第

三
種
所
得
統
計

で
は
冤
税

鮎
以
下
所
得

の

分
布

の
様
相
を
知
る

こ
と
が
田
來
な

い
が
、
私

の
資

料

の
戸
数
割
所
得

で
は
そ
れ
が
充
分

に

把
握
出
來

る
こ
と
。
第
二

の
鮎

は
、
昭
和
四
年
乃
至
昭
和
七
年

の
時
期

は
世
界
的
大
不
況
に

襲

は
れ
た
沈
滞
時
代
で
あ

つ
た

の
で
、
斯
る
時
期

に
於

い
て
、

一
事
例

と
し

て
札
幌

市

の
如

き
中
都
市
が
如
何
な
る
所
得
分
布
歌
態

を
示
し
た
か
。
第

三

の
黙

は
、
亭
時
と
職
時
中

と
に

　

ド

於
け
る
所
得
分
布
瓶
態
の
相
異
如
何
。
而
t
て
第
四
の
貼
は
、
職
後
、
札
幌
市
の
急
激
な
稜

展
に
於
て
、
所
得
分
布
状
態
が
如
何
な
る
檬
相
を
示
し
て
い
る
か
、
と
い
う
諸
鮎
で
あ
る
。

第

一
章

月
数
割
所
得

に
よ

る
分
析

都 市 名

昭 和四 年 末1 昭和七年末 年奉均噌加率

世 副 人 ・ 世 副 人 ・ 世酬 人・%

4.06

3.23

0.93

 

表

2.97

2.66

0.25

202,251

176,390

150A48

0

戸
数
割
所
得
分
布
表

,

昭
和
四
年
末

並

に
七
年

宋
當
時

に
お

い
て
は
、
北
海
道
内
人

口
十
万
人
以
上

の
都
市
は
第

隻

一
表

に
示
す
如

く
三
市

で
あ
り
、
札
幌

市
は
そ
れ
ら

の
う
ち

似
第

二
位
に
位

し
て
い
た
。

第

一
表

に
よ

つ
て
見
れ

ば
(
自

昭
和

四
年
末
至
昭
和
七
年
末

の
三
年
間

の
三
市

に
お
け
る

世
帯
数
並

に
人
ロ
敏

の
歌
態

は
停
滞

的

で
あ

つ
た
。
殊

に
小
樽
市

の
場
合
は
甚
し

い
停
滞
歌

態

を
現
は
し

て
い
る
。

・㌻

私
の
資
料
と
し
た
戸
藪
割
賦
課
原
簿
上
の
世
帯
総
数
は
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

是
れ
に
よ
つ
て
見
れ
ば
、
戸
殿
割
納
税
世
帯
数
は
総
世
帯
藪
を
網
羅

し
て
い
る
と
見
て
大

95

過

が
な

い
。

是

れ

に
反
し
、

札

幌
市

に

お
け

る

所

得
分

布

 ノ

一第

180,300

160β21

146,385

39,272

34,397

28,917

36,060

31β52

28,703

 

市

市

市

館

幌

糧

函

札

小

第
三
種
所
得
税
納
税
世
蒙

総

幕

警

封
し
て
萎

禦

に
ド馨

§

昭
和
四
年
)・
挿
蓑

(
昭

刎

「

「



、

隻

ノ

'

'

,

96

和
七
年
)

ノ

へ

h
商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

も

〆

に
通
ぎ
な

い
。
そ
れ
故

に
、
第

三
種
所
得
税
納
税
世
帯

だ
け
に
よ

つ
て
所
得
分
布
歌
態

を
、
殊

に
所
得
分
布

の
不
亭
等
度
如
何

、

●

'表二

.

第

臨菊 撃年梨
34,397

176,390

4,243

12.34%

35,117

31,852

160,821

4,340

13.63%

24Aas

穂琶帯敷

総人ロ敷
ザノ

第三種所得税納税世帯数

同上・纏世帯数に封する割合

戸敷割賦課原簿上の世帯総敷

第三表 札幌市戸敏割賦課標準所得分布表

昭和四年 昭和七年

蕊 蹄 敷1刎 世鞘1%
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●

聯

ヒ

ヒ

の
問
題
を
論
す

る
こ
と
は
要
當

で
な

い
ば
か
り
か
危
瞼

で
あ
る
と
さ
え
言
う

こ
と
が
出
來
よ
う
。
反
之

、
か
つ
て
の
地
方
自
治
膿

の
實

施

し
た
戸
数
割
賦
課

の
封
象
た

る
所

得
に
お

い
て
は
、
原
則
と

し
て
冤
税

黙
が
な
く
、
甚

し

い
貧
困
者

に
封
し
て

の
み
そ

の
賦
課

を
冤
じ

て

い
た
か
ら
、
所
得

の
分
布

の
範

園

(値

域
)

を
遙
か

に
廣

く
知

る

こ
と
が
出
來
た
沌
實
際

に
お
い
て
私

の
使
用
し
た
資

料
に
よ
れ
ば
、
所

得

の
分

布
範
園

は
最
低

ド
圓
以
上
か
ら
最
高

Q。
Q。
闘
8

函

(
昭
和
四
年

)
、
乃
至

目
メ
刈
8

塵

(
昭
和
七
年
)
に
わ
た

つ
て
夫

々
の
所
得
階

級

に
封
慮

す

る
所
得

世
帯
数

が
知
ら
れ
る
利

便
が
あ

る
の
で
、
所

得
分
布

の
不
奉

等
度

を
問
題

と
す

る
資
料
と
し

て
は
、
第

三
種
所
得
統

!

計

よ

り
も
遙

か

に
好

適

の
も

め

と

す

る

こ
と
・が
出

來

る

。

,
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価
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.

囑

＼

先

づ
最
初

に
、
昭
和
四
年
並

に
同
七
年
中

の
所
得
階
級
別
世
帯
敏

を
表
示
す
れ

ば
第

三
表

の
如

く

で
あ
る

ρ

ノ
ー

ノ

国

肚
会

的

ゼ

ラ

ミ

ド

の
形

歌

'

`

殉

鴛
雲
o

の
所
謂

「
所

得

の
砒

会

的

ピ

ラ

ミ

ッ
ド
」

の
.形
歌

に
就

て
は
、

パ

レ
ー
ト

の
解

明
以

來

著

名

と
な

つ

て

い
る
が

、

第

三

表

に

擦

つ

て
札

幌

市

の
場

合

を

見

る
と

、

第

一
圖

並
び

に

第

二

圖

に

見

ら

れ

る

如

く

既

に

完

全

に

都

会

型

を

表

は
し

て

い
る

。

こ

の
事

は
私

が

他

の
機

沁
ら
・も
ら
り

会

に
於

い
て

度

、
9
、
も
。

々
述

べ

た

所

見

、

ヘ
ミ

も
ゐ
も

お
ミ
も

帯

と

同

檬

で

あ

拘

o
、

-

る

。

(
註

一
)

即

静
ミ
、

世

ち

第

鱒
圖

(
昭

庵
、聴

も

和

七

年

)

に

見

、
斜
ミ

"

る

よ

う

に

、

ピ

沁
$
ミ

、

ラ

ミ

ッ
ド

下

暦

、

.部

に

お

け

る

各

所

得

階

級

の
分

,

化

が

著

し

く

、

前

得

冨

)

そ
れ
と
共
に
中

泌

暦
部

の
階
級

が
相
當

に
形
成

さ
れ
、
更

に
上
暦
部
ハ
殊

に
先
端
部

が
薯

し
く
高
く
伸

長
し

て
い
る
。
本
圖
に
よ

つ
て
、
所
得
分

布

の
不
均

、

.

札
幌

市

に

お
げ

ろ
所

得

分

布

、

、

'

、

-

噛

r

●

!

、
」

＼



■

鯛

'

98

 

ら

商

學

討

究

第

三
巻

第
二
號

等

性

が
如

實

に
表

は

さ
れ

て

い
る
事

が
知

ら

れ

る
。

訳

に
ぜ

ラ

ミ
.
ド

の
底

邊

部

の
形
歌

に
就
、い

て
は

、
パ

レ
ー
ト
は

種

々
の
推

定

を
試

み

-

第

タ
固

7

酢

、
得

(
圃

)

20,00`

'o.eeo

s,eoa

O

黛
き
、
ミ

W
31
。
g

め
⑨
ミ

も

世

蛍

ミ

q

.

そ

の
著

し
く
下

方

に
塵
縮

さ
れ

.て
い
る
こ
と
を

推
論
し
か
が
・

札
幌

市

の
場
合

に

も

第

二

圖

(
昭
和
七
年
)
の

よ
う
に
パ

レ
ー

ト
の
推
論

に
合

・

致
す

る
こ
と
津

示

し
て

い

る
。

、

日

所

得
分
布
曲
線

.

,

,

第

三
表

の
所
得
分
布

表

に
基

い
て
、
第
三
種
所

得
税
菟
税
鮎

に
相
當

す
る
千
二
百
圓
を
境

界
と
し
、

冤
視
職
以
上
及
び
以
下
に
匠
分
す

れ
ば
、
そ

の
世
帯
数
並

に
所
得
総
額
及
び
各

百
分
比
率

は
次

の
第
四
表

の
如
く

で
あ
る
。

.
第
四
表

に
依

つ
て
概
観

的

に
言

う
な
ら

ぱ
、
総

世
帯

の
約

お

獣

内
外

の
冤
税

鮎
以
上

の
世
帯

が
総
所

得
額

の
略

ぼ

巴

獣

に
近

い
所
得

額
を
占
め

て
》
る
。
叉
爾
年

の
間

の
推
移
を
見

る
な
ら
ば
、
総

世
帯

に
封

す

る
冤
視
黙
以
上
世
帯

の
占

め

る
割
合
が

悼
紹
訳

だ
け
減
少

し
、
畠
所
得
額

に
つ
い
て
は
、
総
所

得
額

に
封
し
で
冤
税

瓢
以
上
所
得

の
占
め

る
割
合

が

q
O
刈
叡

だ
け
減
少
を

示
し
て

い
る
。

こ
れ
ら

の

ー
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薪

表

講

)
額
圓

50

四

金

(

協

得

螂

第

所数

23

,

帯

,

蔦2

世劉簾 糊

48.39

100.00

88.11

11。89

100.00

3,028

744

8,795,900

18,177,250

2,905

24428.

}

 昭
和
四
墨

免税点以下

免税点以上

計

昭

和
七

年

冤税点以下

免税点以上

計

31,944

3,173
辱

35,117

12み83,700

19,158,950

2ユ,642,650

391.9α96

2,887・9』4

616100.00

57.68
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障

藪

字
は
微
少

で
は
あ
る
が
、
何
れ

に
し

て
も

所
得
分
布

の
歌
態

が
や

」
不

牛
等
度
を
減
じ

た

こ
と
を
意
味

し

て
い
る
と
解

す
る
こ
と

が

出

來

よ

う
。

更

に
第

三
表

に
つ
い
て
見
れ
ば

、
分
布

の

最
厚
部

即
ち
並
数

の
存
在

す

る
所

得
階
級

は

昭
和
四
年

に
お

い
て
は

三
百
圓
以
上
四
百
圓

未
満

の
階
級
、

昭
和
七
年

に
お
い
て
は
二
百

圓
以
上

三
百
圓
未
満

の
階
級

で
あ
る
。
斯
く

む

て
所
得
分
布

の
並
数
は
、
昭
和
七
年

は
昭
和

四
年

に
比

べ
て

一
階
級

(
級
間
隔
百
圓

)
だ

、
け
低
下
し
た

こ
と

」
な

る
。
又
、
最
高
所
得

階
級

は
昭
和
四
年

の
八
万

圓
以

上
九
万
圓
未

満

の
階

級
か
ら

昭
和
七
年

の
十
万
圓
以
上
二

十
万
胤
未
満

へ
ど
上
昇
し

て
い
る
が
、

一
世

帯
當
李
均
所
得
は
昭
和
四
年

の

『
鳶

國

か
ら

昭
和
七
年

の
窪
α
璽

へ
と

μ
鵠

國

の
低

下
を

示
し

て
い
る
。
即
ち

嵩

・
博
獣

の
低
落

で
あ

札

邑幌

市

に

お

け

る

所

得

分

布

、

㌃

ρ

'

費 三圖

ド
ー

' 呼G,gee

30,0Po

2tWne

'e,ρoc

6

ミ

ニ
も
、
恥

、§

、

鳶
ミ
、

智

暫ミ

、

§

簡

㍉も

ミ

得

"
込、
へ
亀

覧

覧

圃)

 

陶
鼻
、
ミ

袖
P
ξ

、

、
導
ミ
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馳

、
、
、
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巳
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ノ

ノ

へ

100

商

學

討

究
`
第

三
巻

第

二
號

る

。

り

ロ

吹

に
第
三
表

の
所
得
分
布
表

に
基

い
て
、
直
角
座
標
軸

の
横
軸

上

に
所
得
額
を
と
り
、
縦
軸

上
に
世
帯
殿

を
と

つ
て
所
得
分
布
曲

線
を
描
け
ば
、
第

三
圖
(
昭
和
七
年
)
の
如

き
曲
線

が
得
ら
れ

る
。

こ

の
曲
線
は

一
見

し

て
明
ら

か
な
よ
う

に
、
甚

し

い
正

の
非
封
稽

性
む
現
は
し

て
い
る
。

」四

団
霞
0
8

線

●

ノ

今

、

所
得
額

を

図
と
し
、

図
以

上

の
所

得

額
を

有

す

る
世
…帯

の

も

累
計
数
,を

冒

と
し

て
、
こ
れ
を
爾
封
数

目
盛

上

に
累
積
度
敏
分
布

圖

(
o
σq
才
o
)
を
以

つ
て
表

は
せ
ば
第

四
圖

の
如

く
で
あ

る
。

但

し
、
第
四
圖
中
、

線

P
閑
O

は
昭

和
四
年
戸
敏
割
所

得
、

b
、国
、O
、
は
昭
和
七
年
戸
数
割
所

得
、
寓

男

は
昭
和
四
年
第

三
種

所

得
、
尾

属
、
は

昭
和
七
年
第
三
種
所
得

を
表
は
す
。
是
等

の
曲

線

の
形
態
並

に
冤
税

鮎

の
位
置

を
比
較
考
慮
す

る
な
ら

ば
、
第
三

種
所
得
分
布
或

は
菟
視
勲
以
上

の
所
得
分
布

の
形
歌
だ
け
を
以

つ

て
直
ち

に
所
得
分
布
を
論
す

る
こ
と

の
危
瞼

が

一
見

し
て
明
瞭

で

あ

る
。

㈱

所

得
分
布
曲
線

の
諸
性
質

」

第

ゆ
圖

too,ooo

'0,000塾

M

',OOe

 

せ

帯

.

'oρ

'o

、O
P

暑

も

ミ
bミ

q

)(

玄

g

9
す

言

ξ

.イ飾

奪

も

、
O、

'
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,

σ

㌧

.
我

々
は
實
際

に
第

三
岡

の
よ
う
な
著
し
く
正

の
非
封
構

性
を
有
す

る
分
布
曲
線
を
得
た

の
で
、

こ

の
分
布
曲
線

の
歌
態
及
び
性
質
を
記

述
す

る
に
必
要
な
各

種

の
数
値
を
求
め
な

け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

働

先

づ
度

数
分
布

の
数
量

的
位
置

、
換
言
す

れ
ば
分
布
度
数
集
申
鮎

の
位
置
を
知
ら

ね
ば
な
ら
ぬ

。
そ

の
た

め
に
用

ひ
ら
れ

る
各
種

の

中
数
を
求

め
れ
ば
吹

の
如

く
で
あ
る
。

、

'

昭
和
四
年
中

戸
敏
割
所
得

に
つ
い
て
、
そ

の
所
得
総
額
並

に

一
世
幣
當
李
均
所
得
額
を
原
簿

か
ら
直
接

に
求
め
れ

ば
、

ヨ
,
哉

謬

慧

μ
Q◎
ち
2
"譲
O
匝

、

唱
芯
奪
お
慧

司
沼
・藩
厘

バ
誉
刈
き

璽
)

.

で
あ

る
。

　

又
、
取
扱

の
便
宜
上
、
原
分
布
表
を
簡

輩

に
整
理
し
、
所
得
階
級
中
央
値

を

X

、
分
布
度
数
を
f

、
世
帯
総
敏

を

a
と
す
れ
ば

ヨ

お

灘

慧

M
{
・
図

H

μ
◎◎
レ
ミ

℃馨

函

.

と
な
り
、
從

つ

て

一
世
帯
當

平
均
所
得
額

は
、

!
酋

群
酵
翌
芯
墨

盤

撫

.図

ロ

銭

這

.

、

β

・

表

と
な

る
。
か
く

て
爾
敏
値

は
殆

ん
ど
合
致
す

る
。
同
様

に
し

て
、

昭
和
四
年
並
に
七
年

に
つ
い
て
算

五

術
準
均
、

幾

何
亭
均
、

中

位
数
並

に
並
数
を

夫

々
統

計
学
的
算
出
式

に
從

つ
て
求
め
れ
ば
第

五
表

の

第

如

く
で
あ
る
。

②

'
次

に
度

敏
分
布

の
程
度
を
知

る
た

め

に
、

分
散
度

を
測
定
す

る
種

々
な

る
方
法

に
よ
つ

て
こ
れ

を

求
め
る
と
次

の
通

り
で
あ

る
。

う札

幌

市

に

お
け

る
所

得

分

布

'

「

.

.

1昭和畔 卜昭和七年

算術亭均

幾何李均

中 位 敷

並 難

400圓

302圓

744圓[6・6圓

蜘 巨24圓

341圓

247圓
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商
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第
三
巻

第
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號

,
演

串

欝

鐸

8
鱒
"

9

鱒
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"

渇

串

欝
翻

鰍
繍

響

唱

誼

謁

購

'

壽

譲

轟
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北
,
Y

甕

(絶

Y

購
構
譲
鰍

購
椿
識
購
菰
蝉

騰
き
黙
蝉

器

む

圏

曾

圏

。ゆ
國

ら

O
璽

'
刈
鼠

画

O
・密

9

0

罷

國

O
●刈
鍵

譲

L

ド
嶺

謡

O

μ
"♂

。。
函

悼
qゆ
⇔
霧

憩

誌

⇔
.㊤
⑪
獣

ノ

器
む
歯
盆

瞳

画

鯉
目
國

0
8

函

ρ
O
Qo
O
㊦
駅

恥
コ
團

O
・霧

μ

ド
器

μ
毬

ー

μ
類
緊

國

bっ
・呂

諺

嶺
悼
雪
戦

■

「

働

更

に
分
布

の
非
封
綱
性

の
方
向
及
び
程
度
を
知

る
た

め

に
各
種

の
非
劉
稻
度
を
求
め
る
。
爾
例

何
れ
も
並
敬
を
中
心
と

し
て
、
攣
量

し

数

の
大
な

る
方
向

へ
分
散

の
範
園

が
甚
だ
大

で
あ
る
故

に
、
正

の
甚
だ
大
な

る
非
甥
稻
度
を
有
す

る
こ
と
は
第
三
欄

に
よ

つ
て
明
瞭

で
あ

ヤ

る

。

へ

凱
て

世

蝋お

照

oΩ
9。
け

冒

-
臼

。

■ ・

8

　
十

£
。。
1
ゆ
自

㊦

Qo

ず

ー-

 £
。・
1

爵

超

苫

圏
岳

O
b
密

刈
ド

目
・8

0
0
0

器
苫
ぽ
喰

O
・8
襲

ξ
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O
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c～ 戸

ぐ
iM
司 〆

ド

悼
◎◎
誤

誘

ら
b
警

同
Q◎

'

註
躍

魯

圃

隔

qΩ
。
H

鍵

鼠

鷺

-
∴

】
㌦

、

9
§

璽

馨

画
.

以
上

に
依

つ
て
札
幌
市

に
お
け

る
昭
和
七
年

の
所
得
分
布
曲

線

(
第

三
圖

)

の
性
質

に
つ
い

て
記
述
し
た
が
、
そ

の
中

で
代
表

的
な
敏

値

は
算
術
準
均

、
襟
準
偏
差
並

に
絶
劃

的
歪
度

の
三
者

で
あ

る

-

.

㈹

所

得
分
布

の
不
卒
等

の
測
定

一

所
得

の
分
布
歌
態

に
關
す

る
考
察

の
中

で
、
我

々
の
最
も
深

い
・關

心
を

ひ
く
も

の
は
分
布

の
不
卒
等
度

の
問
題

で
あ

る
。
不
卒
等
度

の

測
定

に

つ
い
て
は
種

々
な

る
方
法
が
考
察

さ
れ

て
い
る
が
、

こ

Σ
で
は
そ

の
中

の
若
干

の
方
法

に
よ
つ

て
分
布

の
不

平
等
度
を
求

め

る
。

e

b
・
8
.
頃
o
宅
一
①
冤

の
四
分
位
数

の
鷹

用

に
よ

る
方
法

に
從

へ
ぱ
、

⇒
雛

-
鱒
和
鱒

を
用

い
る
。

こ
の
分
散
度

は
零

と

H
と

の
間

の
範
園

に
お

い
て
攣
動

し
、
そ

の
値

が

ド
に
近

い
ほ
ど
不
李
等

の
程
度

が
大
と
な

る
。

'

器
輔
=
匿
績

超

曹
古
喰

墨

暦

劇£
職

㌍

§

窪

・

,
§

刈
。。・

こ

の
他

、

四

分
位

敏

を
利

用
す

る
方

法

に
よ

れ

ば

次

の
如

く

で
あ

る
。

r

ら

(博
)

℃妻

嬉
灘

ゆ

脳

"

コ寵
輔
嚢

-

切舞

醤

」

旨

襲

璽

μ鵠
匝

(・・
)

黒

轟

誰

轟

・
ー

δ£
罪

8£
∵

霧

露

し

g

謹

「
、

-

札

幌

市

に

お

け

ろ

所

得

分

布
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∂

、

∠

.商

學

討

F
究

第

三
巻

第

=
號

(δ

墜

曇

醤
く
(
動
)
鑓

串

×
§

"

,
、
襲

論

鼠

劇

耀

獣

(
㎝
)

或
は
累
積
度
数
分
布
線

が
所
得
階
級
を

表
は
す
横
軸

に
封
す
る
傾
度

に
よ
る

団
葭
Φ
宏

の
方
法

。

6
.

唱
葭
Φ
8

蔀
購

黛

"

-

・
器

善
琿
載

・

胡

聾
歳
醤

ノ

.

μ
.駅
鵠
醗

戸
転
㊤
憩
μ

ハ
⑤
)

経

封

的

李

均
差

と
算

術
軍

均

と

の
關

係

に
よ

る
方
,法

。

-

へ

　

　

孟
斑
魯

彊
芯
騰

"
旺

ー
B

但
し

鼠

欝

筆

均
董

養

す
.
ξ

は
蟹

に

骨

悼
又
プ

に
よ

つ
て
得
ら

れ
る
。

超

む
置
醤

麗

苔
歯
醤

ゆ

註

選

番

噸

芯

曝

"

"

鵠
又

ム

"

.

,

9
呂

駅

。。

ρ
曽

O
毒

讃

躍

啓

棚

芯

麟

β

1-

B

・
唱

一

-

、

刈
漣

厘

α
霞

廼

、

3

邑
。
§

晶

線
奉

等
分
配
線
と
の
園
む
面
蓼

を
間
接
に
求
め
れ
袋

の
如
く
で
あ
る
・

淳

。
孟

葺

総

係
は

督

鐙

で
あ
る
・
從
つ
て

、

日

ル

蜀
曹
圖
"

爵

苫
氏
喰

・

N
H

卵

…

.

マ
義

μ
・。

・

ρ
B
4
㊥
q

。
㌃

鵠
(
靴

-
凱

。
慶

　
。。

露

琶

、

の
値

が
零

に
近

い
ほ
ど
分
布
は

斧
等

に
近

づ
く
。
ピ
o
器
欝

圖
を
描

け
ば

次

の
第

五
闇

(
昭
和
七
年
)

の
如
く
で
あ

る
。

q

か

ら

求

め
ら

れ

る

、
從

つ

て
絶

封
的

卒
均

差

自
は
9
打
彫

×

"

に
依

れ

ば

"
と
.
、
と

掬
"

凶
「

で
あ

る
。
或

は

、
と
黛

と

の
關

係

は

N
n
漂

博
又

ー
H
)
に
よ

つ
.て
與

え
ら

れ

る

。

○

230

建
、



'

、

ノ

`

'

9

●

'

の

105

算 五 圃

lOO

7s

50

世

帯
%

2s

O

の

如

く

で
あ

る

。
.

,

9

'eo507S.

飾 看号%

25し

 

ρ

ゆ

、

"

11

悼
面
剰

り

『

㊦

欝

"、

ユ

　

ロ

、
歯

(
黛
匡
鴫
「

㊦
聾

是

等

の

文
噂
さ

、

の
値

の
關

係

は
次

の
如

く

愛

當

す

る
。

和

幌

市

に

お

け

る

所
.得

分

布

(
」p
)

相
封

的

亭
均
偏

差

の
方

法

に

よ
れ

ば

、
●

、

、

、

-

昨

陰

c

暫

毫

芯
薗
購

図
唱

℃

品

書

圏
醤

、

超

…否
古
醤

、
θ
濤

P
誘
締
O

ρ
刈
霧

虻

、
の
大
な

る

砥
ど

分
布

の
不

卒

等

の
程

度

が

大

と
な

る

o

「

(O
)

囹
鴛
。
ε

の
所

得
方

程
式

を

修

正
し

た

弓
尾
O
h

Φ
μ三

の
常

讐

を
間
讐

、
爵

又
串

よ
り
求
め
る
.
。
三

常
難

に
よ

れ
ば

窃

の
値

が
大

な
る
ほ
ど
公
奉
度
が
小
と
な

る
。

器
苔
圏
醤

蜀
曹

"
蔀

Ω
画
昌

隷

響

動
δ
欝

"

ゆ
μ
Q◎
襲

坤
⑪
"
お
0

9
0
)

終
り

に
前
述

の

弓
鴛
0
8

常
敷
黛
℃
相

封
的
亭
均
差

さ

潟

び
相
封
的
卒
均
偏

差

b

の
關

係
か
ら
、

唱
及
び

、
を
求
め
れ
ば
次

超
聾
圏
岳

器

言

氏
醤

O
・㊤
刈
ゆ
α
¢ゆ

O
・O
μ
O
恥
戸

O
・刈
恥
⑦
⑰
刈

ρ
⑪
¢
α
O
QO

●

「

セ

雪
231
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、

●

106

濁
苫

圖
醤

麗

む
歯
醤

■
絶商

學

討

究

第
三
巻

第
=
號

μ
.駅

μ
・㎝
誌

戚

ド
α馨

日
.㊦

㈹

"

μ
・O
O
O

O
.㊤
認

賦
●⇔

ρ
曽

O
貴

O
・8

0

■

、

O
ヨ
δ

O
.馨

O
刈

ρ
O
O
巳

Qo

ρ
震

"

"

、

　
・8

.

-

H
・8

馨

団
・8

0

μ
●Go
μ

'

累
積
度
数
分
布

の
吟
味

.

雨

封
数
目
盛

の
横
軸

上
に
所
得
金
額
を
と
り
、
縦
軸
上

に
當
該
所
得
額
以

上

の
所
得
を
有
す

る
世
帯

の
累
積

度
数
を
と

つ
て
所

得

の
累

積
度

数
分
布
圖
を
描
く

時
は
、
第

四
圃

に
於
け

る

P
頃
O
線

(
昭
和

四
年
)
並

に

ト
、閑
、Q
、線
(
昭
和
七

年
)

の
如
き
曲

線
が
得
ら

れ

る
。

℃
鴛
簿
o
ば

最
も

一
般
的
な
形

と
し

て
、

-

ざ
σq
男
H
8
σo
P
ー
黛
ざ
σQ
(
9
十
図
)
1
葡
凶

ロ

な

る
方

程
式

を
考

え
た

が
、
或

る

一
定
額
以
上

(
實
際

に
は
冤
税
鮎
以
上

の
所
得
を
意
味
す

る
)

の
総
所
得

の
場
合

に
は
、
こ
の
累
積
度

数

分
布
曲
線

は
、

,

罰

ノ

ざ

σq
累

H

ぢ

槻
旨
ー

黛

ざ

σq
図

な

る

直

線

の
形

を

と

る
Lこ
と

を

立

言

し

た

。

矯

第

四
圖

に
於
け
る

酷

O

或

は

P
、閑
、O

曲

線

に
劃

し
て
か

」
る
直

線
お

程

式

を
営

て
は
め
る
と
、
小
所
得
及
び
大
酬
得

の
-範
園

に

於

て
誤
差

が
著

し
く
大
と
は
な

る
が
、
こ
の
補
間
直
線
が
横
軸

に
封
す

る
傾
度

黛

の
大

い
さ
に
よ

つ
て
分
布

の
公
平
度

の
傾
向

を
測

る

と

い
う
便
釜

に
は
今
日

に
於

て
も
捨

て
去
り
難

い
長
所
が
あ

る
。
依

つ
て
と

の
累
積
度
敏
分
布

に
封
す

る
補
間
直
線

の
方
程
式
を
求

め
れ

ぱ
次

の
如
く
で
あ

る
。

錫

}

2

'

幅



曇

＼

'

●

器

苫

渇

醤

ざ

σq
属

H

Q◎
b
蟄

O
㎝
1
.μ
・獣
湧

膿

ざ

σq
図

'

■

,

超

曽

古

曾

ざ

σq
男

"
Q◎
.蓉

Q◎
罷

ー
目
●駅
襲

μ

ざ

σq
層

然

る
に
菟
税
鮎

千
二
百
圓
以
上

の
第

三
種
所
得
分
布

に
就

て
パ

レ
コ
ト
線

の
補
間
直
線
方

程
式

を
求
め
れ
ば
吹

の
如
く

に
な

る
。

!

F

,

心『
麗

む
圏

醤

ざ
σ毫
累

11
Q◎
・獣
魅

密

ー
ピ
綬
Q◎
O
O

δ

σq
図

.

濁
智

"

曾

}

一〇
σq
男
ーー
Q◎
.霧

鵠

駅
1
　
●O
屋
お

ざ

㈹
x

こ

の
爾

者

に

つ
い

て
黛

の
値

を

比
較

す

れ

ば
第

六
表

の
如

く

で
あ

る
,

即

ち

戸

敏
割

所

得

を

用

ひ
た

場
合

と
第

三

種

所

得

を
用

ひ
た

場

合

と

を

比
較

す
れ

ば
、

文

の
値

は

昭

和

四

年

に
於

て

ρ
O
博
㊥
誤

(μ
。
這

)
、
昭

和
七

年

に
於

て

P
O
H
◎。
讐

(
μ
。
喫
y

だ

け
第

三
種

所

得

の
方

が

大

で
あ

る
。

こ
の
差
異

は
第
三
種
所
得

に
於

て
千
二
百
圓

の
冤
税
黙
以
下

の
所
得
を
欠
除

し
て
い
る
こ

・と

に
由
來
す
る
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
第

ヨ
種
所
得

に
よ

つ
て
分
布

の
公
卒
度
を
測
定
す

る
場
合

に
は
、

こ
の
程
度

の
誤
差

ら
b
目Q◎
導
楓

P
8
、
棚
藝

O
b
隠
欝

)

を
第
三
種
所

得

の
場
合

の
文

の
値

か
ら
控

づ

除
す

る
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、

冤
税
鮎
以
下
所
得
を
含
む
全
艦

の
所
得
分
布

の
實
相

を
推
知
す

る
こ
と

が
出
來

よ
う
。

次

に
昭
和
四
年
と
同
七

年
と

の
爾
年
間

の

気

の
推
移
を
見

る
に
、
戸
・数

割

所

得

の
場
合

に
於

て
は

O
b
ざ

寓

だ
け
増
加

し
、
第

三
種
所
得

の
場
合

に
於

て
は

O
b
鵠

鳶

だ
け
黛

の
値

が
増
加

し
た
。

こ
れ
を

度
数

で
表

は
せ
ば
夫

々
、
継
。
璽

並

に

Q⇔
。
毬
、
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
夫

々
、

分
布

の
公
挙
度
が
増
加

し

た

こ
と
を
意

味
す

る
。
'
然

し
な

が

ら
第

三
種

所

得

の
場

合

は

戸
数

割
所

得

の
場

合

よ

り
も

ρ
O
μ
μ
器

(
O
。
ω
O
、)
だ

け
増

加

が
少

な

い
こ

贈
と

が
知
ら
れ

る
。

こ
れ
は
第
三
種
所

得

の
方
が
冤
税
貼
以
下

の
所
得
を
欠
除

し
て
い
る
こ
と

に
因

る
も

の
で
あ
る
。
併

し
庇

の
相
違

は
種

札

幌

市

に

お
け

る
所

得

分

布

233



ず

、k

'

■

商

學

討

究

第
三
春

第
二
號

ノ

鵬驚

㍊
難
繰
鑛
纏
響

婬
噛騰
韓
韓
蝦
確
懇
雑
雑
寸雛
鶴雛
鐸

趨
勢

的
に
は
少

し
く
減
少

す

る
傾
向

の
あ

る
べ
き
厚
を
察
知
す

る
に
困

難
で
は
な

い
。
然
り
と
す

れ
ば
、
昭
和
四

年
と
昭
和
七
年
と

の
間

の
相
違

は

一
時
的
め
事
例

と
見

ら
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
菟
税
黙
以
下
小
所
得
者

の
増
加

に
そ
の
理
由
を
求
め
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

㈹

帥労
働
者
所
得
分
布

札
幌

市

に
於

け

る
昭

和

七

年

中

、
戸
数

割

所

得
世
帯

総

数

磐

嵩

の
う
ち

、
榮

働
者

世
帯

藪

は

Q◎
㌧8

q9

(
即

ち

博
。o
.窪

獣
)

で

あ
る

。

こ

の
勢
働
者
世
帯

に
於

け

る
所
得

の
分
布
値

域
は
年

μ
画

か
ら
q⇔
、⑦
謎

亟
迄

と
な

つ
て

い
る
。
從

つ
て

一
世
帯
當
李
均
所
得
は
年
額
抽
ごゐ
㊤
画

で
あ
り
、
分
布

の
並
数
は

μ
8

國
～
毬
O
亟

の
所
得
階

暦

に
在

る
。

此
分
布
表
は
明
ら
か

に
甚
し

い
正

の
非
甥
稻

性
を
有
す

る
曲

線
を
表

は
す
。
第

七
表
参
照
。

ヤ

O

表七第

所 得 階 級'(圓) 世帯 敷.
累 積
世帯敷

一

`

・1 -50 120 8;303

50-、 工00 323 8,↓83

100-200 3,060
,
7,860

200-300 2,269 4βoo

300-400 1,238 2,531

"400 -500 409 1,293

500_600 345 884

6⑩0-700 257 539

700-800 150 282

800-900 59 132

900-1,000 17 73
ゴ

1,000-1,200
勝

27 56

1,200-1,500 20 29
～

1,500-2,000 7 9

2,000・-2,500
6

1 2

2,500-3,000 0 1

3,000-3,500 0 1

3,500一 1 1

計 8,303
,

毒

第

七

表

に
よ
,リ

パ

レ
ー
ト
線

を

描

け
ば

第

六

圖

の
如

き

曲

線

を
示

す

。
但

し
ト
頃
O

線

は

螢
働

者

所

得

を
、

b
㊤

、O
、
線

は
曲労

働
者
[を

一握
除

し

た

残

り

の
総
四世
嚇術
の
所

得

分

布

を

表

は
す

。

、
而

し

て
と

の

》
国
Q

曲

線

に
封

す

る
補

間

直

線

方

程
式

は

.

一〇
σq
男
1ー
刈
・O
鵠

険

ー
坤
お

8

翰

ざ

σq
陣

と

な

る
。
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轟

噺

〆

too}ooo

109

第

示
圖

.,'Oteo

、

1,0QO

 

世

帯
tco

'0

齢

札

幌

市

に

お
け

る

所
得

分

布

'

、も
竜

ミ

、も
も
ミ

、b
8

な

O

施κ そ鳥「q副)

こ
れ

に
よ
れ
ば
通

ル

レ
」
惇

常

数

又

の
値

は

悼
H
㊦
O
O
O

で

あ

り
、
私
が
他

の
機
会

に
於

て
賃
銀

の
分
布

に
就

い
て
述

べ
た
'

所
見

と

一
致
す

る
。
(註
2
)

次

に
総

世
帯

数

中
か
ら
勢
働
者

世
帯
敏
を
控
除
し
た
獲
り

の

鵠
や
置

世
帯

に

つ
い
て
所
得
分
布
歌
態
を
見

れ
ば
次
の
第

八
表

の
如
く

で
あ
る
。

第

八
表

に
よ
つ
て
第

六
圖
中

の

b
、頃
、O
、

線

の
補
間
直
線
方

程
式

を
求
め
れ
ば
亥

の
如
く

で
あ

る
。
「
O

ざ
σq
男
月
刈
6
㎝
尽
㊤
1
H
・嶺
㊤
湊

一〇
σq
図

-

こ
れ

に
よ
れ
ば
パ

レ
ー
ト
常
数
只
の
値
は

μ
卜
巳
鵠

で
あ

り

、

パ

レ
ー
ト
が
普
涌
=

般

の
総
所
得

に
つ
い
て
得
た
概
衝
踊
μ
⇔

に

略

ぼ
近

い
。

こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
第
九
表
と
な

る
。

第

九
表
に
よ
れ
ば
、
所
得
分
布
め

不
亭
等
度

は
勢

働
者

世
帯

の
場
合

が
最
も

小

さ
い
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

㈹
一

冤
税

鮎
以
下
小
所
得

の
分
布

.

・

冤
税

鮎
以
下
小
所
得

の
分
布
歌
態

を
捉

え
る
と
と
は
所
得
統

計

の
不
備

の
故

に
全

く
困

難

で
あ

る
。
、幸

ひ
に
前
掲

の
第
三

表

、

に
よ
れ
ば
、
當
時
蛎

第
三
種
個
人
所
得

に
於
ゆ
る
冤
税

瓢

に
相

、

●235
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表八

 

第

商

學

討

究

第
ゴ
巻

第
二
號

＼

6

表九

 

第

所 得 階 級
(圓)

1
世帯敷 累 積

世帯敷

1-100 367 269814
〆

100-200 3,288 26,447

200-300 49547 23,159

300-400 5,048 18め12

400-一 ・500 2,371 13,564

500-600 2,512 11,193

600-700 1,960 8,681

700-800 1,264 6,721

800--900 1,046 ・5457 .

900-1,000 354 4,411

1,000-1,200 913
'

4,057

1,200-2,000 1,833 3,144

2,000-3,000 557 1,311

3,000-4,000 325 754

4,000--5,000 144 429

5,000-6,000 71 285

6,000-7,000 54 214

7,000←8,000 33 160

8,000-99000
L

23 127

9,000-10,000 12 104

10,000-20,000 66 192

艦

20,000-30,000 11 26

30,000-40,000 7 15

40,000-50,000 3 8

50～000-60,000 3 5

60,000-・70,000 0 2

70,000-80,000 0 2

・80
,000-90,000 0 2

90,000-100,000 0 2

100,000一 2
警

・ 計 26£14

d-2.i6069

==!1.45998

當

す
る
千
二
百
圓
以

下

の
所
得
分
布
歌
態
を
知

る
こ
と
が
出
來

る
。

前
述

の
艸労
働
賃
銀
分
布

は

一
慮
、

小
所

得
分
布
歌
態
を
窺
知
す

る
こ
と
が
出
來

る
が
、

併
し
そ

れ
を
以

つ
て
小
所
得
分
布
欺
態

の
全
貌
と

す
る

こ
と
は
出
來

な

い
。

此
虚

で
は
千

二
百
圓
以
下

の
小
所
得
分
布
だ
け
を
取
り
出

し
て
考
察

す
る
。

先

づ
、
昭
和
四
年

並

に
七
年

に
つ
い
て
菟
税

貼
以
下
所
得
分
布

の
算
術
奉
均

昏、
中
位
数

及
び
並
藪
を

プ

求

め
れ
ば
吹

の
如
く

で
あ
る
。

236

cえ=1.59841
所得世樽縛敏の
揚合

勢働者世帯の場
合

勢働者以外世帯
の場合
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●

超
苫

圏
岳

恥
窓

匝
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雪

聾
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蜀

曹
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マ

ノ
喫

111

吹

に
琵

税

窯
以

下

の
場

合

の
パ

レ
ー

ト
線

の
補

間
直

線

方
程

式

は
下

の
如

く

で
あ

る
。
「

・

聾

器

費

圖

醤

一
〇
σq
男

"
弥
ゆ
援

Qo
-
O
・浸

旨

H

ざ

σq
図

品

讐

"

醤

ざ

σq
屠
"
加
・Q◎
㊤
鵠

㊤
l
O
・認

8

H

ざ

破
属

而

し

て
パ

レ
ー

ト
常

敏

叉

の
値

P
蕊

鵠

一
と

P
俵

8

μ

と

の
比
較

に
よ

つ
て
、

冤
税

融

以

下

小

所
得

分

布

の
不

卒
等
度

は
爾

年

の
間

に

殆

ん

ど
差

異

が

な

い
と
言

う

こ
と
が
出

來

る
。

～

、

-

以

上
を

表

示
す

れ

ば
第

十
表

の
如

く

で

あ

る
。

,
遽

十
藩

弓
鴛

㊥
8

孫
蝉

黛
㊦

欝

.

t

、1

渇

逡

陞

導

革

臓
川薗

導お

喰

懸

謄

葎

融

㊦

酷
ゆ

(
b
)

勘

離

財

逗

耐酵融e離φ

(
頃
)

麟

摩

鎌

薄

譜o麟φ

(
ご
)

礪

塵

壕

逗

単溝嚇s舘か

(
O
)

勘

離

沁
、
聾

卜俸叢s舘φ(国)

勘

灘

持

逗
e
げへ局)

濁

蟄

温

醤濁苔由禽

H●

器
◎。

誤　●いO鍵H

O.

まO

b9
μO.o蕊8

1

鱒・

ま

80

　・

ホ
O

拐

H●

ざ

ま
HH知卜o罐㎝

ぶら

O
O
騨H・刈◎◎旨O

第

十
表

に
よ
れ
ば
、
第

三
種
所
得
分
布

(
倒
)
と
菟
税
黙
以

上

の
戸
歎
割
所
得
分
布

(
国
)
と

の

黛

の
差
が
明
瞭

で
あ
り
、

又
、
戸
数
割

所
得
分
布

に
於

て
、
榮
働
者

世
帯

の
場
合

(
○
)
の
黛
が
、

冤
税
鮎
以
下
世
帯

の
場
合

(
頃
)
の
文
よ
り
も
著

し
く
大

で
あ
り
、

從

つ
で
前

者

の
分
布

の
不
亭
等
度
が
後
者

の
そ
れ
よ
り
も
遙
か

に
小

さ

い
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
更

に
叉

、
冤
税
鐵
以
上

の
場

合

(
国
)
と
勢

働
者
以
外

へ

世
帯

の
場
合
(⇔
)
と
を
比
較

す
れ
ば
後
者

の
方
が
不
李
等
度

が
大

で
あ
る
。
け
だ
し
小
所
得
世
帯
を
多
数
包
含

し
て
い
」る
か
ら

で
あ

る
。

札

幌

市

に

お
け

る
所
得

分

布

、

-

'

237
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'

9

商

學

討

究

第

三
巻

第

二
聾

、

-

第

=
章

職
時
中

並
に
職
後

の
所
得
分
布

日

第
三
種
所
得
分
布
と
戸
藪
割
所
得
分
布
Z
の
比
較

、

所
得
分
布
の
考
察

の
た
め
に
戸
数
割
所
得
が
第
三
種
所
得
統
計
よ
り
も
贅
料
と
し
て
優
れ
て
い
る
長
所
は
第

一
に
い
均
等
割
賦
課
方
法

に
よ
ら
す
實
際
に
個
別
的
調
査
方
法
を
探
つ
た
場
合
に
於
て
は
第
三
種
所
得
に
較
べ
て
正
確
で
あ
つ
た
こ
と
、
第
二
に
、
第
三
種
所
得
に

第 十 一 表

昭 和 四 年 昭 和 七 年

所 得 階 級
。(圓) 笹譲i露 齪騙劃膿

1,200-1,500 1,182 909 920 1刀54

1,500-2,000 1,049 757 750 806

2,000-3,000 518 519 589 558

3,000-5,000 791 426 5ユ7 470

4,000-7,000 258 125 141
1
125

7,000-10,000 123 磁 83 68

10,000-159000 127 51 57 妬

15,000-20,000 53 21 16 21

2α000-30,000 48 15 18 11

30,000≧50,000 27 15 5 10

50,000-70,000 3 1 3 3

70,000-100,000 11 2 2 0

100,000一 2 0 0 2

計 尋塩1921 2,905 3,101 3,173

ゴ

於
け

る
菟
税
鮎
以

下

の
小
所
得
も
捉

え
る

こ
と

の
出
來

た

こ
と

に
在

つ
た
。
反
之
、
短
所

と
し

て
は
、
市

町
村

特
別
税

で
あ
つ
た
た

め
に
、

こ
の
税

種
を
設

け
・ず
驚
從

,
つ

て
資

料
を
得
ら

れ
な

い
市
町
村
が
あ
り
、
全

國
を
綜

合

し
た
資
料
を
得

る

こ
と
が
不
可
能

で
あ

つ
た

。
そ

れ

故

に
任
意

に
入
手

の
出
來
る
第

三
種
所
得
統
計

を
利
用

し
て
、
そ

こ
に
欠
除

し

て
い
る
冤
税
鮎
以
下

の
所

得
分

布

の
歌
態
を
推
定
す

る
事

が
來
出
れ

ば
研
究

上
多
大

の

利

便

が
得
ら
れ

る
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
目
的

ρ
た
め
に

先

づ
第

三
種
所
得

と
冤
税
黙
以
上

の
戸
数
割
所
得

と
を

比
較

し
、

こ
の
爾
…者

の
分
布

歌
態

が
如
何
な

る
近
似

性

を
持

つ
か
を
考
察

す
る
。
第

十

一
表
参
照
。

こ
の
第
十

一
表

の
所
得
穿

布

表

に
よ
つ
て
パ

レ
ー
ト

1

∫

噛

238
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戸

0

常
敏

黛

の
値

を
求
め
れ
ば
前
掲
第
十
表
中

の

(国
)
欄

及
び

(
嗣
)
欄

に
掲
げ
ら
れ

て
あ
る
通
り

で
あ

る
。

昭
和
五
年
度
並

に
八
年
度

の
札
幌
市

戸
敏
割
賦
課
標
準
と

さ
れ
た
昭
和
四
年
中
並

に
七
年

中
の
所
得
金
額

の
総
計
は
源
簿

に
識
る
私

の

リ

へ

調
査

に
依
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
次

の
如
く

で
あ

る
。

、

轟

鐡

國
)

導
譲

薄
暴
揮

・

ー
薄
離
聾
N7
誼
奪
誰

(
璽
)

,

器
蟄
湿
母

崔
添
弩
執
ざ

♪
目
鵠

豊

認

器
蟄

♂
醤

㊤
b§

る
お

qo
袖
嵩

坤
鵠

俸

＼

斯

く
て
昭
和
四
年

に
於

い
て
は
菟
税

顯
以
下

の
所
得
世
幣
数

8
、曽
駅

そ

の
所
得
総
額

Φ
」雪
。。
b
δ
亟

從

つ

て

一
世
帯
當
李

均
所
得

が

◎。
O
博
璽

で
あ

る
。
同
檬

に
昭
和
七
年

に
於

い
て
は
冤
税

黙
以
下
世
帯

藪

G。
鱒
O
　
α

そ
,の
所
得
総
額

嵩
u㊦
㊦
8
μ
醤

回

而
し

て

一
世

帯

當
亭

均
所
得
は

Qゆ
α
麟
匝

で
あ

る
。

そ

こ
で
問
題

と
な

る

の
は
、

こ
れ
ら

の
冤
税

鮎
以
下

の
世
帯

の
所

得
総
顯

が
如
何
な

る
所
得
階
級

に
分
布

さ
れ

て
い
る
か
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。
菟
税

窯
以
下

の
所
得
階
級
或

は
小
所
得
階
級

に
於
け
る
所
得
分
布
歌
態

の
推
測
方
法

の

一
試

論

に
就

い
て
は
私
は
既
・に
他

の
機

会

に
於

い
て
述

べ
た
盧

で
あ
る
。
(
註
3
)

同
様

の
推
測
方
法

に
よ

つ
て
、
昭
和
四
年
並

に
七
年

の
第

三

琵
所

得
分
布

を
基
礎

と
し
で
菟
税

鮎
以

下
世
帯
敏

を
推
測

し
、
更

に
そ
れ

を
戸
敏
割
所
得
分
布

と
比
較

し
て
次

の
第

十
二
表

(
昭
和
四
年
)

の
如
き
結
果
を
得
る
。

.

ノ

第
十
二
表

に
よ
れ
ぽ
免
税

貼

μ
柚
8

画

以
ド

の
所
得
世
帯
敏

は
戸
敏
割
所
得

に
於

い
て

曽
類
博
Q◎

で
あ
る
に
封

し
、
第

三
種
所
得
か
ら

の
推
計

に
於

い
て
は

ゆ
ρ
鵠
O

で
あ

つ
て
そ

の
墓

は

ど
聾

世
帯

で
あ

る
。
又
、
所
得
金
額

に
就

て
は
、
戸
数
割
所

得

に
於

い
て
は
菟
税

黙
以
下
世
帯

の
所
得
金
額

紳
器
昌奉
巴

匝
、

冤
税
黙
以
ヒ
世
帯

の
所
得
金
額

O
狛
μρ
8
0
画
、
合
計

お
歎
O
ρ
O
弩

國

で
あ
り
、

一
世
帯
當

13

タ

ー

李
均
所
得
は

誤
q。
麗

と
な

る
。
こ
れ

に
封
し

て
.
第

三
種
所
得
よ
り

の
推
計

に
よ
れ
ば
、

菟
税

黙

以
下
所
得
世
帯

の
推
計
所

得
金
額
は

札

幌

市

に

お
け

る

所

得

分

布

239



・

蝿
'

商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

㊤
物
零
匂8
0
画
、
冤
税
顯
以
上
世
帯

の
所
得
金
額

な

る
。

昼

⇔
O
q⇔
"0
9

画

、
合

計

鵠

達

レ
8

國

で
診

り
、

伽

霧

寒

均
所
程

.擁

と

蜘

敷

 

帯

第 十 二 表

1世

所

の

種
り
三
よ
定

第
得
推

戸敷剖
所 得

所 得 階 級 一
(圓)

280

2,976

4,469

428

2,500

3,500

欄

瓢

㎜

㎜

㎜

㎜

枷

㎜
、㎜

㎜

鵬

視

励

塒

珈
53

娼

27

3

11

2

4S12

2,009

2,114

1,784

1,257

晒

謝

脚

鰯

獅

鵬

獅

.瓢
■

64

51

21

15

15

24A28

1

2

0

124・42S

1-

100-

200-

30② 一 「

400-

500-

600--

700-

800-

900-

1,000-

1,200-

1500-

2,000-

3,000-

5,000-

7,000-・

10,000-

15,000-

20,000-

30,000-

50,000一

100

200

300

400

500

600

700

800

goo

1,000

ユ,200

1,500

2,000

3,000

5,000

7,QOO

10,000

15,000

20,000

30,000

50,000

70,000

70,000一 ユ00,000

100,000・ 一・一

計

、

『

次

に
パ

レ
ー
ト
方

程
式

に
就

い
て
は

、
戸

敏

割
所

得

に
關

し

て
は
既

に
述

べ
た
如

く

、

、

ざ

碗
男

11

Q◎
・O
臼

譲

1

μ
.α
罷

α

ご

σ喚

図

で
あ

る
。

叉
、

冤
税
鮎
…
μ
、毬

O
團

以

上

の
第

三
種

所
得

に
就

い
て
は

、

げ
σq
属

ー1
Q◎
.お
鍵

昌
1
μ
●α
お

O
●9

ざ

σq
図

で
あ

る
鴇
然

る

に
第

三

種
所

得

分

布
を

基
礎

と

し

て
推

定

し
た
全
所

得

分
布

表

(
第

十

二
表

)

に
よ

つ

て
パ

レ
ー

ト
方

程
式

を

求

め
れ

ぱ

ざ
σq
属
11
↓
O
駐

GQ
¢9
翫
一
・8

δ
O

♂
σq
凶

馳

●



と
な

る
。

、
前

と
同
様

の
操
作

に
よ

つ
て
昭
和
七
年

に
關
す
る
第

十
三
表

が
得
ら
れ

る
。

/

ぜ

第 十 三 表

数帯世

所

の

種
叫
三
よ
定

第
得
推

割
得
敷戸
所

・

所 得 階 級
(圓)

1,117

4,000

7,000

6,286

2,780

2,857

2,217

1,414

1,105
,

371

940

1,054

6,000

4,000

3,000

2,000

1,600

1,200

800

1,299

920

掬

謝

頒

m

83

駈

16

B

℃

00

9
一

〇

810

6,348

6816

脳

珊

姻

獅

肥

妬

21

11

10

3

0

、
2

1-

100-

200-

300-

400-

500-

600-

700-

800-

goo-

1,000-

1,200-

1,500-一 一

2,000-

3,000-

5,000--

7,000-

10,000-

15,000-

20,000-

30,000-

50,000一

100

200

300

400

500

600

700

800

goo

1,000

1,200

1,500

2,000
/

3,000

5,000

7,000

10,000

15,000

20,000

30,000

50,000

70,000

70,000-100,000

100,000-'

35,11735,117

 

計

レ

115

第

十
三
表

に
よ

れ
ば
、
冤
税
黙

ど
8
0
囲

以
F

の
所

得
世
帯
数
は
戸
数
割
所
得

に
於

い
て
は

q。
ど
置

で
あ
る

に
封

し
、
第

三
種
所
得

'か
ら

の
推
計

に
於

い
て
は

QQ
坤
O
嵩

で
あ
り
、
そ

の
差
は
僅

か
に

部

世
帯

で
あ
る
。

又
、

所
縁
金
額

に
就

い
て
に
、

戸
数
割
所
侭

に
於

い
て
は
菟
税

融
以
下

世
帯

の
所
得

金
額

一
鱒
鋒
ρ
ら
O
國
、
冤
税

鮎
以
上
所
得
金
額

即
Q◎
Q◎
ど
俸
O
O
國
、
合

計

鐸

養
8
曽
O
画

で
あ
り
、
⊥

世

帯
當
李

均
所
得
は

認
㊤
躍

吃
な

る
。
是

れ
に
劉

し

て
第

三
種

所
得
か
ら

の
推
計

に
ょ
れ
ば
、

冤
税

鐵

μ
℃8
0
匝

以
下
所
得
世
帯

の
所
得

金
額

は

H
G。
"①
⑪
♪
誤
O
團
戸
菟
税

濫
以
上
世
帯

の
所
得
金
額

節
Φ
駕
b
O
β
匪
、
合
計

爬
qゆ
"●Q
O
Q。
気
巴
酒

で
あ
り

、
一
世
帯
當

卒
均
所
得
は

①
忠

圓

と
な

る
。

,

札

幌

市

に

お
け

る

所

得

分

布

,

■

禽

241



'

'

＼

爵

116

●

商

學

討

究

第

ヨ
巻

第

二
雛

次

に
パ

レ
ー

ト
方

程

式

に
就

い

て
は
、

戸
数

割

所

得

に
關

し

て
は
前

述

の
如

ぐ
,

.

,

ざ

σq

男

11

Q◎
・Gg
O
◎◎
μ
GQ

ー

厨

α
羨

H

ざ

σq

図

で
あ

り
、

又
、

冤
税

融

μ
矯8
0
塵

以

上

の
第

三
秣
所

得

に
就

い

て
は
、

曝

ざ
σq
屠
11
Q◎
.⇔
㊥
㊤
㊦
凱
ー
μ
・⑦
δ
お

ざ

σq
図

が

得

ら

れ

る
。

然

る

に
第

三
種

所
得

分
布

表

を

基

礎

と

し

て
推

定
し

た

全
所

得

分
布

(
第

十

三

表
)
に

就

い

て

は
パ

レ

ー

ト
方

程
式

は
、

ざ

σQ
男

11
刈
.①
&

密

-
昌
.恥
QQ
齢

ゆ

ざ
σq
図

と
な

る
。

「

,

ヴ

'
叉

、
昭
和

仰
年

並

に
七

年

の
第

三
種

所

得

、
並

に
そ

れ

ら

に
基

づ
く

全
所

得

分
布

及

び

戸
数

割

所

得

に

つ

い

て
爾

封
敏

周
盛

上

に
累

積
度

数

分

布
圖

を
描

け
ば
第

七

圖

の
如

く

で
あ

る
。

φ

以

上

述

べ
た

と

こ
ろ
を

要
約

し

て
表

示
す

れ

ば
第

十

四
表

及

び
第

十

五
表

の
通

り

で
あ

る
。

次

に
戸
数
割

所

得

、
第

三
種

所
得

及

び
第

三
種

所

得
1

..第

ゼ
圖

■

9

9

愚

100》OOO

L'

to、ooo

叩

t,oσ`

世

帯'。o

 

O

/

角

t一 一一一 一 一」一 一L}_甲 』

ず 奪 ミ£
◎8亀

飾 得 、(㊧}

ARC線:昭 和四年 戸敷 割所得

A/B'C'線:昭 和七年 戸歎 割所得

LMN線:昭 和四年第三種所得iり 推測

糞ノM1瓦ノ線::昭 和七年第三種所得 より推測
σ

ぞ 。

8

憲
㌔

亀

(NM線:第 三種所得免税点以上)

(h【ノNノ線:第 三種所得免視点以上)
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、

し



、

'

ρ

b

を

基

礎

と

し

て
推
定

し
た

全
所

得

分
布

の
三

つ

の
場

合

に
つ

い

て
パ

レ
ー

ト
方

程
式

一〇
σ。
頃
11

一〇
σq
P
ー
黛
一〇
騎
図

の

黛
並

に

ざ

σq
P

の

■

値

を
表
示
す
れ
ば
第

十
六
表

の
通

り

で
あ
る
。

ー

奄

、

表

 

四十第

得所割

 

騨戸
ノ

一世 帯常1

鞠器 世撃 所讐額所得金額
(圓)

世幣数

50.71

49。29

100.00

88.11

11.89

100.00

436

3,144

753

21111ド:諮

24A28118,500,050

所得範園

免穐点以下

免税点以.ヒ

計

 

年
次

55.94

44.06

100.00

90.96

.9.04

100.00

393

3,114

639

31,944,12,546,400

39173i9β81AOO

35,117」22A27,800

i

免税点以下

免税点以上

計

 

昭
和
四
年

昭
和
七
年

表五
、
+

●

第

計推のりよ得所種三

 

第

所得金額
%

 

帯

%
、

世

36。00

'64
.00

100.00

82.84

17.16

100.00

一世帯富

李均所得

　

姐

3,982

1,068

所得金額1世 帯所得範園

 

年
次

58.64

4L36

100.00

91.17

8.83

1100・oo

427

3,108

664

円
9,390,20q

l6,693,950

26,084,150

13,664,750

9,639,000

23,303,750

20,236

4,192

24,428

免税点以下

免税点以上

計

 

昭
和
四
年

32,016

3,101

35,117

免税点以下

免税点以上

計

 

昭
和
七
年

U

表
辱第 十 山

1ノ 、

 

9

logA

よ

7.04433,

&49841・

8。05195

 

d'年
次

1.20166

1.54993

1.52825

測

得

得

亀推の

、所

所

謡ツ

、

よ

種

割

得漸

三

敷

 三第

第

戸

昭

和

四

年

測

得

得

推の

所

所

第三種所得 」

第 三 種

戸 敦 割

㌧

鳶

,

m

筆

六
表
に
よ
つ
て
見
れ
ば
第
三
種
所
得
を
議

と
し
て
・
そ
れ
吉

導
出
し
た
全
所
得
分
費

の
の
値
は
戸
繁

所
得
分
布
に
よ

㈱

札

幌

市

に

お

け

る

所

得

分

布

、

、

、



豊

ぺ

.

O

'

1工8

 

少

商

學

討

究

・第
三
毬

第
二
號

る
よ
り
も

や

玉
小

さ
い
が
大

滋
な

い
も

の
と
考

へ
る
こ
と
が
出
來

ゐ
で
あ
ら

う
。
以
下
、

こ
の
方
法

に
よ

つ
て
考
察
を
進

め
る
℃

⇔

職

時
中

の
所

得
分
布
歌
態

・

辱

.

-

戦
時
中

の
札
幌
市

の
所
得
分
布
歌
態
を
推
測

す
る
た

め
に
若
干

の
事
例

と
し

て
昭

和
十
六
年
並

に
十
七
年

の
綜
合
所
得
を

と
り
、

ノ

'

第 十 七 表

札勤 ㌦部

昭 和陣
+七 矧 人 ロ

⊥

46,412

225,457

25471

1蝉62

7・β831(鳳57

37㌫・・91細
1

35.43

39.72

こ
れ

を
基

礎

と
し

て
前

と
同
檬

の
方
法
を
以

つ
て
冤
税
貼
以
下

の
所
得
を
推
測
し
、

そ

の
上
で
全
艘

の

所
得
総
額
並

に
そ

の
分
布
欺
態
を

求
あ

る
こ
と

玉
す

る
。
但
し

こ

の
場
合

、

札
幌
市
翠
猫

の
資
料

が
得
ら

れ
な

い
の
で
、
札
幌
税

務
署
管
匠

(
札
幌
市
、
札
幌
郡
、
石
狩
郡
、
厚
田
郡
、
千
歳
郡
)
に
於
け

る
資

料
に
依

る
こ
と

」
す

る
。

.

札
幌
市
と
郡
部
と

に
お
け

る
世
帯
数
並

に
人

口
敏

は

弟
十
七

表

の
通
り

で
あ

る
。

然

し
札
幌

市

に
お
け
る
所

得
分
布

の
状
態

が
郡
部

の
そ
れ

に
よ

つ
て
著

し
く
左
右

さ
れ
る
と
は

思
は
れ
な

い
の
で
、

札
幌
税
務
署
管

置
の
所

得
分
布
歌
態

に
よ

つ
て
札
幌

市

の
そ
れ
を
大
髄

に
お

　

い
て
推
測
さ
れ
得

る
で
あ
ら

う
。
叉
、

本
節

の
札
幌
税
務
署
管

匿
を
樹
象

と
す

る
職
時
中

に
關
す

る
考
察

は
職
後
昭
和

二
十

一
年
並
に

二
十

二
年

に
お
け

る
札
幌
税

務
署
管
擁

を
封
象

と
す

る
後

述

の
考
察

と
比
較

さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

更

に
叉
、
札
幌
郡
、
石

狩
郡

、
厚
田
郡
、
千
歳
郡

の
四
郡

は

札

幌
市
を
中
心
と
し
て

一
つ
の
経
濟
圏
を
形
成

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る

の
で
、

全
艦

と
し

て
行
政

的
且

つ
産
業

的
都
市
を
中

心
と
す

る
農
漁
業

地
域

に
於

け
る

所
得
分
布
欺
態

の

一
事
例
を
提
供

す

る
も

の
と
も
見
ら

れ
よ
う
。

さ
て

こ
の
札
幌

税
務
署
管
涯

に
お
け
る
昭
和
十
六
年

の
綜

台
所

得
分
布

表
は
第
十

八
表

の
通
り

●

で

あ

る

。

244

35.31

38.98

64.69

61.02

各 年
十月呪日

昭 和

十 六 年

版 市 郡部i倒

世帯

人ロ

45227

2249729

24,686

143S73

69,913

1368
,302

●

'

!

◎



,

119

第+八 表
`

.雌 階塑 輩 藪罐
8,000-12,000 240 481

12,000-「20,000 140 241

20,000-・30,000 56 101

30,000-50,000 28 45
b

50,000-80,000 10 ユ7

80`000-120,000
一5

7

120ρ00-200,000 1 2

200,000-300,000 0 1

300,000-500,000 1 1

計
司》

481

}

の
屡

々
試

み
た
方
法

に
よ

つ
て
冤
視

黙
以
下

の
所
得
者
数
を
推
測

し
て
吹

の
第
十
九
表

の
如

き
所
得
分
布
蓑

を

得
る
汐

第
十
九
表

に
よ
れ
ば
冤
税
貼
以
下

の
所
得
世
帯
敏
は

⇔
q。
b
㊤
博
、
冤
税

黙

以
上

の
世
帯
敏
は

窃
μ
で
あ
り
、
そ

・
の
割
合
は
前
者
が

㊤
炉
co
O
%
、

後
者

が
僅
か

に

O
袖
O
獣

に
過
ぎ
な

い
。

第

十

八
表
か
ら
パ

レ
ー
ト
線

の
補
間
直

線
方

程
式
を

求
め
れ

ば
次

の
通

り

で
あ

る
。

一〇
σQ
属
11
μ
O
μ
8
毬

i
昌
'◎◎
8
◎◎
駅

ざ
σq
図

然
し
な

が
ら
第

十
八
表

に
お
る
世
帯
数

は

八
千
圓
以
上

の
所
得
者
数
で

あ

つ
て
、
昭
和
十
六
年

+
月

ず
日
現
在

の
札
幌
税
務
署
全
管

匠

の
世
帯
数

$

闘
刈
q。

に
封
し

て
僅
か
に

ρ
ざ

獣

に
過
ぎ
な

い
。
從

つ
て
本
表

に
現
は

れ

て
い
な

い
冤
税

職

Q◎
ち
O
O
画

未
満

の
所

得
者

数
を
も
捉

え
な
け
れ

ば
全

艦

と
し
で

の
所
得
分
布
歌
態
を
知

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
そ
れ
故

に
前
述

第 十 九 表

累 積

世 馨数

68,773

36,000

8,600

3,600
　

2,000

1,300

860

世帯数所 得 階 級(圓)

32,773

27AOO

5,000

1,600

700

440

220

伽

捌

四

m

45

π
7
.

9
醐

-
↓

「
⊥

酌

脚

蜘

駈

28

m

5

1

0

1

1一

1,000-

2,000・-

3,000-

4,000-

5,000-

6,000-

7,000-

8,000-

12,000-

20,000・-

30のOO-

50,000一

1,000

2,000

3,00σ

4,000

5,000

69000

7,000

8,000

12,000

20,000

30,000

50,000

80,000

80K)00-120,000

120,000-200,000

200,000-300,000.

300,000-一

68,773

 

計

245

 

札

幌

市

に

お
け

る
所

得

分

布

、

竃

喫



/麟

12α

-
.
商

學

討

究

第
三
巻

第

二
號

.
そ

の
所

得

金

額

合
計

較
前

者

に
お

い
て

Q◎
㊤◎
b周

O
レ
8

亟

、
後

者

に
お

い

て

Q◎
噛㊤
ざ
"0
8

画
総

計
㊤
悼
刈
お

讐μ
8

画

で
あ

り

、
.
そ

の
割

合

は
前
者

が

O
ρ
Q。
q9
獣

後
者

が

㊤
.⑪
刈
駅

で
あ

る

又

、

一
世
帯
・當

準
均
所

得

は
μ
輪
毒

國

と
な

る

。

而

し

て

ζ

の
第

十
九
表

の
累
積

世
幣

数

に
よ

つ

て
パ

レ
ー

ト
線

の
補

間
直

線
方

程
式

を

求

め
れ

ば
次

の
如

く

で
あ

る

。

ー

ざ

σq
累

翻
Q◎
鄭
虞
8

ー
ド
$
コ

獣

一
〇
σq
凶

b

の
式

の
パ

レ
ー
ト
常

数

文

の
値

ド
部
刈
誤

は
前

述

の
冤
税

鮎

ρ
O
O
O
國

以

上

の
場

合

の
パ

レ
ー
ト
方

程
式

に
お

け

る

又

の
値

μ
.o。
8
Q。
α
よ
勿

小

で
あ
り
、
從

つ
て
所
得
分
布

の
不
亭
等
度

が
大

で
あ

る

こ
と

㌧
な

る
。

同

様

に

昭

和
十
七
年
に

就

い
て
見
れ

ば

冤

税

鮎

α
b
O
O
犀

以

上

の
綜
合
所

得

に
關
し

て
吹

の
第

二
十
表

グ
が
得
ら

れ

る
。

,

第

二

卜
表

に
基

づ

い
て

パ

レ
ー
ト

の
補

間

直

線

方

租

、式

を
求

め
れ

ば
次

の
通

り

で
あ

る
。

ざ

箋

1ー
ド
9
0
膿

弩

ー
ド
Q◎
警

圏

ざ
σq
函

、

然
し
な
が
ら
本
表
に
お
け
る
菟
税
瓢
以
上
の
世
帯
敷

ヴ

番帯劉 ・

'

246

第 二 十 表へ
所 得 階 級(圓)睡 帯級

718

321

178

61

お

10

4

1

0

0

1

5,000--

8,000-

12,000-

20,000-

30の00-

50,000一

8,000

12,000

20,000

30,000

50,000

80,000

80,000-1209000

120,000-200,000

200,000-300,000

300,000-5009000

500,000-一

計 1,329

 

庫

第 二 十 一 表

1

0

0

1

累 積
世帯敷

70β39

?6・000

7,000

2,700

1,900

1β29

611

280

112

51

16

6

S2

1

・1

1

世帯数一
44β39

19,000

4,300

800

、571

"718

321

178

61

35

YlO

4

所 得 階 級(圓)

1-

1,000--

2,000-

3,000-

4,000-

5,00(〉-

8,000-

12ρOO-

20ρ00-

30,000-・

50,QOO一

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

8,000
を

12,000

20,000

30,000

50,000

80,000

80,000-120,000

120,000-200,000

200,000-30(瓦OOO

300,000-50〔,,000

500,000一

70β39

 

計

は
全
管

匿

の
世
帯

数

刈
ρ
Q◎
Qo
㊥

に
封
し

て
僅
か

に

ド
Q◎
Q◎
獣

に
過
ぎ
な

い
。
今

、

前

と
同
檬

に
免
税

窯

以
下

の
所

得

世

帯

数
を

推

測

し

て

＼

'

'

㌃

ノ

へ



ノ

'

ノ

ら

、

ヌ21

第

二
十

一
表

の
如

き
全

所
得

分

布

表

を
得

る

。

第

二
十

一
表

に
よ
れ

ば
免

税

鮎

α
も
O
O
国

未
満
…の
所

得

世
帯

数
は
⇔
O
h
　
O
、

冤
税

黙

以

上

の
世
帯

敏

は
ど
qo
博
O

で
あ

り

、

そ

の
割

合

は

前

者

が

O
Q◎
・H
ゆ
駅

、
後

者

が

μ
・Q◎
Q。
戦

で
あ

る

。

又

、
そ

の
所

得

金

額
合

計

は
前

者

に

・お

い

て
⑦
8
0
G⇔
P
O
O
O
酉

、
後

者

に
お

い
て
μ
μ
駅
H
ρ
O
O
O
距

総

計

Q◎
坤
鰹
ρ
O
O
O
璽

と
な

り

、
そ

の
割

合

は
前

者

が

Q◎
ド
戚
目
訳

、
後

者

が

H
堕
謬

獣

で
あ

る
。
而

し

て

一
、世
帯

當

挙

均

所

得

は

斜
　
㊦
笥
國

と

な

る
。

叉

、
第

二
十

.一
表

の
所

得

分

布

表

に
よ

つ

て
パ

レ
ー

ト
線

の
補

間

直

線

方

程
式

を

求

め
れ

ば

吹

の
如

く

で
あ

る

。

/

」

8
σQ
堵
"
Q。
・旨

密

g。
ー
財
劇
。。
駅
Q。
刈

一〇
σq
縁

こ

の
式

の
パ

レ
ー

ト
常

数

黛

の
値

μ
●窃

聾

は
前

式

の

黛

の
値
ド
◎。
警
鵠

よ
り
も
小

で
あ
り

、

從

つ
て
所

得
分

布

の
不
李

等
度

が
大
で
あ
る

こ
と

玉
な
る
。

次

に
前

述

の
全
所
得
分
布

表
第

十
九

.
第

二
十

嶋
表

に
ょ

つ
て
爾
封

数
目

盛
上
に
累
積
度
数
分
布
曲
線

を
描

札

幌

市

に

お
け

る
斯

得

分

布

隔

第

八
㊨

パ
A

9

i

"

・

せ

滞

9

言

s
も
o
o

奪 § 奮1
酋 得(圓}

.む

§

ミ

ABC線:昭 和十 六年綜合 所得svJ推 測

A!B1Cノ 線;昭 和十 七年 綜合所得 より推測
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商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

け

ば
次

の
第
八
圖

の
如
く

で
あ

る
。

以
上
を
要
約

し

て
次
の
第

二
十

二
表
を
得
る
。

5

!
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器

口

十

ーー

藩

!ヒ

σ

0

鱒

歯

瀞

1

ゆ1

導

融

糞

鷺(厘)

一

箇
離
抽
逗
↓

導

輪

茜

霊

露
海
諏
識
鴎)

τ

蓑
適
齢
抽
翼
卜曳お闘(厘

)

導

灘

鵡

闘

幽

鍾

濤
W

8

即

濠

竈

や益s父e面

麟

齢

海

逗旨㊦曳o富

醤
離
勢
逗
引o父o禽

濁

蝋=

十

斗

醤

O
卜。噂謬

O・
H

8爵蟄十鳶醤c。卜。蟄Oも8

「

レ

cQ
q9噛

謡
O
旨

8

ド

ρ

ひS

O墜

噛8

0
}

OO

。
ω
らゆQoH卜Q同

}

QO℃O

ざb

8累螂鐙Ob8

O●ひ

刈

H
QO.

娼

H.
い
Qゆ刈

謡　・畠鵠"

H噛Qo

O
Q呂H為宕さ

●
cQ

O・O

舘

80・ひ甥q。O

㊨

職
後

の
所
得
分
布
歌

態

(
札
幌
税

務
署
管
匿
)

絡
職
後

の
所
得
分
布
歌
態

に
就

い
て
は

=
暦
資

料

の
入
手

に
困
難
が
あ

り
、

叉
、

て

一
貰

性
を
欠

い
て
い
る
た
め

に
、

前
述

の
考
察

と
こ
れ
を
比
較
す

る
事

は
多
く

の
難
鮎
を
持

つ
て

い
る
。

こ

エ
で
は
若
干

の
事
例

と
し
て
昭
和

二
+

一
年
及
び
二
+
二
年

の
札
幌
税

務
署
管
匿

に
於
け

る
所
得
分
布
駅
態

の
推
測

を
試

み
る
。

職
後
、
札
幌
税
務
署
管
画

に
於
け
る
世
帯
敏
並

に
人
η
敏

は
第

二
十
三
表

の
如
く
で
あ
る
。

當

時
札
幌
税
務
署
管
匠

は
地
域
上
は
札
幌
市

の
外

に
札
幌

、
石
狩
、
厚

田
、

千
歳

の
四
郡
を
包
括

し
て

い
た
が
、
昭
和

二
十

三
年
十

二
月

五
日
を
以

つ
て

是
・等

四
郡

を
分
離

し
て
石
狩
税

務
署
を
新
設

し
た
ゆ

爾
來

、
札
幌
税

務
署
は
札
幌

市
域
だ
け
を
管
轄

し
て

い
る
。

今
、

當

時

の
札
幌
税

務
署
管
匠

。
に
於
け

る
綜
合
肌
得

に
就

い
て
次

の
第

二
十
四
表

(
昭
和

二
十

一
年
)
及
び
第

二
十
五
表

(
昭
和

二
十

衡

6

入
手
可
能
の
資
料
に
就
い
て
も
資
料
の
基
準
に
於
い

第 二 十 三 表

人 ロ,世 帯.

 

年

406あ34

439,337

81β55

88,725

昭和二十一年末

昭和二十二年末

 

F



7

適

〆

123

`二
年
)

が

得
ら

れ

る
。

'

第 二 十 四 表

ノ

所儲 級(圓)1世 鰍 薩 綴

471

278

143

57

14

3

3

1

0

鵬

燭

86

43

11

0

2

1

0

15,000-

20,000-

30,000--

50,000-

100,000-

200,000-

3009000「

20,000

30,000

50,000

100,000

200,000

300,000

500,000

500,000-1,000,000

1,000,000一

471

 

計

第 二 十 五 表

所 得 階 級(圓) 世帯数 累 積
世精敷

1

1
10,000-15,000 $・101 32,771

15,000-20,000 3494 29,670

20,000-30,000 6260 26,176

30,000-40,000 5,951 19,916

40,000-50,000 4,067 13,965

50,000-70,000 3,985 9β98

170,000-90,000 1,140 5,9131

90,000-・120ρ00 1,405 4,773

120,000-150,000 708 3,368

150,000-20α000 779 2,660

200,000-250,000 844 1,881

250,000-300,000 604 1,037

300,000-500,000 247 433

500,000-LOOO,000 129 186

1,000.000一 57 57

計 32,771

第

二
十
四
表
並

に
第
二
十
五
表

の
所
得
分
布
表

に
よ

つ
て
パ

レ
ー
ト
曲
線

を
描

け
ば
第
九
圖

の
如
く

で
あ

る
。

ウ

こ
れ
ら

の
曲
線

の
補
闇
直
線
方
程
式
を
求
め
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
次

の
如
く
で
あ

る
。

罷

曹

ロ

十

ー

醤

ざ

σq
堵

"
峯

誤

鵠

。。
ー
民
b。
嵩

虞

ざ

σq
区

超

苫

口

十
口

捻

一〇
σq
男

11
目
O
・㌫

cゆ
$

ー
戸
・ω
霧

μ

ざ
σq
図

爾
式

に

つ

い
て
パ

レ
ー

ト
常

数

黛

の
値

目
・Q◎
崔

録

と

μ
・Q。
馨

目

と
を

比
較

す

れ

ば
、

昭
和

二
十

二
年

の
方

が

所

得

分

布

の
不

李

等
度

が
大

で
あ

る
こ
と

」
な

る
。

こ
れ

を
同

一
の
地
域

に
於

い
て
、

昭

和
七

、

八
、

九

年
度

に
朔

り
第

三
種

所

得

分
布

に
就

い

て
見

れ

ば
吹

の

第

二
十

六
表

の
如

く

で
あ

る
。

-

角

'

札

幌

市

に

お
け

る

所

得

分

布

'249
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商

學

討

究

第
三
借

第
二
號
'

算

拓
紛
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tらooa

lpoo

 

せ

帯

teo

lo

、、
ヨ

ミ

◎

'
ミ
♪
、
&

ラ

誌

騎
風釈4

、も
ε

町距

、
O
O

＼
P、

げ

/
BC線:昭 和 二十 一年 綜合 所得

B!C,線:昭 和二十二年綜合 所得

'

'

畷

膿

口

十
メ
贈

'

器

費

"
岳
照

ざ

σq
2

"
炉
膿
H
ぢ

ー
μ
・Q◎
お
自

ざ
σq
図

蜀

智

〉

薪

瞭

一
〇
㈹
冤

11
炉
目
馨

ー
μ
●§

8

ご

σq
捌

認

蝋
ミ

ρ
醤

照

一
〇
σq
週

"
炉
雨
霧

α
弓
μ
・刈
紐

罐

ざ

σq
図

第

二
十
六
表

に
よ

つ
て
見
れ
ば
昭
和
七
、
八
、
九
年

及
び
昭
和

二
+

一
年

に
於

い
て
は
、
黛

の
値

は

略

ぼ

「H
b◎
で
あ

る
が
、
昭
和

二
十
二
年

に
於

い
て
は
略

ぼ

ピ
脳

と
な

つ
て

O
餌

の
減

少
を
示
し
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば

昭
和

二
十
二
年

に
於

て
は
所
得
分
布

の
不
干
等
度
が

増

加

し
た

こ
と
を
示
し

て
い
る
。

然

し
な

が
ら
第

二
十
四
表

に
於
け

る
昭
和
二
十

一
年

の
冤
税

鮎
以
上
世
…帯
敷

恥
謬

は
世
帯

総
数

Q◎
ど
◎◎
駅
駅
に
封

し

て
僅

か

に
」ρ
蓑

に
過
ぎ
す

、
又
、
第

二
十

五
表

の

昭
和
二
十
二
年

に
於
け
る
冤
税

鮎
以
上
世
帯
数

co
卸
謡

ド

は
世
帯

総
数

膚

誤

に
封
し

て

霧
。逡

%

で
あ

る
。

昭

和

二
十
二
年

の
場
合

に
は
比
較
的

に
多
く

の
世
帯
を
包

括

し

て
は

い
る
が
、

猫
ぼ

㊥
。。
・O
⇔
獣

に
當

る
世
帯

は
捕

F

●

捉

さ
れ

て
い
な

い
。

250
0
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.

も

今
、
職
前
と
比
較
す
る
た
め
に

一
例
と
し
て
昭
和
八
年
度
の
札
幌
税
務
署
管
匪
に
於
け
る
第
三
種
所
得
分
布
を
基
礎
と
し
て
免
税
瓢
以

下
所
得
世
帯
を
推
測
し
、
全
艦
の
所
得
分
布
表
を
作
成
す
れ
ば
次
の
第
二
十
七
表
の
如
、く
で
あ
る
。

＼

第 二 十 七 表

所 得 階 級(圓) 世帯薮 累 積
世帯数

1-・100 638 57,638

100-200 9,000 57,000

200-300 14,000 48,000

300-400 10,000 34,000

400-500 7,000 24,000

500-600 5,000 17,000

600-700 2,600 12,000、一

700-800 29000 9,40α'

800-900 1400 7400

900-1,000 ノ1,000 6,000

1,000-一 一1,200 1,183 5,000

1,200-1,500 1,180 含,812`

・・5・・-2・ ㎜ig49 2,632

2,000-3.0001714 1,683

3,000-5,000 598 969

5,000--7,000 171 371

7,000-10,000 90 200

10,000--15,000 64 110

15,000-20,000 16 46
璽 し

20,000-30,000 18 30

30,000-50,000 6 12

50,000-70.0003

7。,(㎜_{3}

1

6

3

計157・6劉

噛額

に
就

い
て
見

れ

ば

、
総

計

c⇔
ρ
謹

μ
勘
δ
画

と
な

り

、
そ

の
内

、

冤

税

黙

以

下

の
所

得

金
額
8

如
μ
◎◎
独
8

距

、

置

狐
ゆ
O
為
密

國

で
あ

る
。

從

つ
て
所

得
総

額

に
劉

す

る
割

合

は
前

者

が

㊥
↑
雪

試

、
後

者

が

Q⇔
9
G㊤
Q⇔
避

で
あ

る
。

所

得

は

α
O
H
距

と
な

る
。

.

サ

レ

札
幌
管
旺
に
於
け
る
昭
和
八
年
度
第
三
種
所
碍
千
二
百
圓
以
上
の
所
得
分
布
に
基
い
て
バ
レ
ー
蚤
方
程
式
を
求
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る

。

ざ

σq
男

睦
¢
6お

瀦

H
ー

昌
●刈
馨

一
〇
σq
図

・

然

る
に
冤
税
職
以
下
所
得
を
推
定
補
充

し
た
全
斯
得

分
布

(
第

二
十
七
表

)
に
よ

つ
て
パ

レ
ー
ト
方
程
式
を

求
め
れ
ば

札

幌
市
・に

お

け

る

所
得

分

布

矛

」

'

第

二
十
七
表

に
よ
れ

ば
、
菟
税
鮎
昌
湘
8

璽

未

満
の
世
帯
数
は
αρ
轄

冤
税
勲
以
上

の
世
帯
鐵

は

匂●
、◎◎
這

で
あ

り
、
世

帯
総
数

α
8
⑤
器

に
封
す

、
る
割
合
は
前

者
が

㊤
榊

認

獣
、
後
者

が

φ
露

獣

で
あ

る
。

叉
、
所
得
金

免
税

鮎
以
上

の
所
得
金
額

而

し
て

一
世
帯
當
挙
均

ρ

251
ノ、
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鴨

ヤ

サ

商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

.

。

ざ
σq
2
H
タ
認
お
α
ー
ド
ト
雷
曽

ざ
σq
図

.

、
-

.

、

と
な
り
、
分
布

の
不
奉

等
度
は
後

者

の
方

が
大

で
あ

る
。

次

に
札
幌
税

務
署
管
圃

に
於
け
る
所
得
分
布
欺
態
が
戦
後

如
何
な

る
様
相
を
現
は

し
た

か
を
考
察

す

る
。
昭
和
二
十

一
年
、
確
定
申
告

に
よ

る
綜
合
所

得

の
分
布
歌
態

は
次

の
第

二
十
八
表

の
通
り

で
あ

る
。

・

第 二 十 八 表

鵬 鰍(圓)齢 竺騒

臥q・・-2・ ・…i19347・

鴛:911=翻1隠:暇1

娼

11

0

2

1

㎝

50,000-100,000

100,000-一}20qOOO

200,000-300,000

300,000-5009000

500,000-1,0009000

計.

第

二
十

八
表

に
ょ

つ
て
パ

レ
ー
ト
方

程
式

を
求
め
れ
ば
、

ざ

σq
男

11

戸
O
.誤

罷

ー
μ
・Q◎
昌

罎

ざ

σq
図

・

と
な

る
。

然

し
な
が
ら
第
二

十
八
表

に
於
け

る
菟
税
勲

一
万
五
千
圓
以
上

の
世

へ

帯

敏
は
僅
か

に

恥
コ

で
あ

っ
て
、

昭
和
二
十

一
年
十
日

一
日

現
在

世

帯

総

数

Q◎
ど
Q◎
蜜

に
封

し

て
は

P
駆
訳

に
過
ぎ
な

い
。

前
述
と
同
様

に
、

こ
の
冤
税

鮎

一
万
五
千
圓
以
上

の
綜

合
所
得
分
布

を
基
礎

と

し

て
冤
税

貼
以
下

の
所
得
分
布

の
推
測

を
試
み
、

冤
税

黙
以

上
の
所
得
分
布

と
併
せ

て
全
所
得
分
布

表
を

作
成
す
れ
ば
第

二
+
九
表

の
如

く

で
あ
る
。

・
第

二
十
九
表

に
よ
れ
民
冤
税

黙

一
万
五
千
側
未
満

の
世
帯
数

は

曽
"馨

、
冤
税

黙
以

上

の
鴨

帯

数

は

ト
ゴ

で
あ
り
、
世
帯
総
敏
璽G◎
ど
霧

凱

に
封

す

る
割

合

は
前

者

が

8

継
bり
試

、
後
者

が

P
器

訣

と

な

る
。

叉
、

所

得

金
額

に
就

い
て
見

れ

ば

、

冤
税

鮎

以

下

の
所

得

金

額

は
嶺

♪

部

賦
施
弩

囮

、

菟
税

黙

以

上

の
所

得

金
額

は

目
㊦
ト
α
8
密
O
匝

、

合
計

旨

μ
b
α
博
㍉
弩

厘

と
な

る
。
所

得

総

額

に

封

す

る
前

者

の
割
合

は

、

8

●刈
Q⇔
獣

、
後

者

の
割

合
は

㊤
.の
Q⇔
獣

で
あ

る
。

一
世
帯

當

卒

均

所
得

は

坤
0
8

画

と
な

る
。

次

に
全

所

得

分
布

に
就

い

て
パ

レ
ー

ト
方

程
式

を

求

め
れ

ぼ
、

ざ
σq
男
ー-
G◎
●μ
弩

O
㊤o
-
H
●e⇔
8

昌

ざ

σq
〆

」

252

"

O

■



'
●

●

、

ESI

9

馬

一〇〇〇`OOO`1

000`000`τ一〇〇〇`009

000`009

000`00ε

000`09客

000`OOZ

OOO`OST

OOO`OZT

OOO`q6

000`0乙

000`09

000`0ラ

000`0ε

000`OZ

OOO`91

一〇〇〇`00ε

一〇〇〇`0～}～1

-・OOO`CO客

一〇〇〇`09T

一一〇〇〇`0客τ

一〇〇〇`06

-000`0ム

「000`09

-000`Oウ

ー000`0ε

一〇〇〇`09

輔000`雪工

一〇〇〇`OI

(圓)携鰯魁担

'

単

多

勧

担

?

勲

確
、朝

卑

罰

豚

緊

≧

招 ILL`zε

雌

硲

嬬

鵬
、柵

砒
㎞

SOVT

Oラ1`1

986`ε
'

ゐ90`ラ

196`9

09Z`9

%ラ`ε

101`ε

癒

乙雪

981

εεラ

ニε0`I

I88`1

099`客

89ε`ε

εム乙`ラ

ετ6`9

£6窪6

S96`εT

9τ6`61

9乙τ`9客1

0乙9`6Z

Iムム`客ε

凋轟認
難當

三 十

*

妥
¥
尉
4

寸
甚
4

V。
ユ
σ
了

コ
遷
十
三
影

。
曾
魏

臼
樹
焔
箪
十
三
詣

¢
¥

剃
魏

宵

ユ
画

、

σ
コ
勧
岨
号
群

⑦
丁
鷺
圓

互

一
轄
盤
穫

曾
勲

卑

勃
到
晶
品
毅
鍵
働
穿

⑦
由

=
十

=
吐
融

コ
孝

'

。
管
窟
q
膨

糧
ぞ
⊇
望
望

立
¥

蝉
謂
動
壷

立
O
卑
巧

ユ
σ
鍛

へ
〉
皐
Ψ

ユ
つ
訂
コ

置
口
q◎
.回
珊

⑦

唱

9
罰
螺
コ

ロ
▽
賄

⑦
イ
灯
脳
雛

穫

0
翼
輿

判

コ
O鵠

.H
副

⑦

恩
礪
嵩

魂
ー

4

V。
曾
ρ
韓

コ
箪

0
⊇

。
曾
諏
そ

000嘩009

090`009-.000`00ε

000`00ε一〇〇〇`00客

000`00客一一〇〇〇`001

000`001-000`09

000`09

000`0ε

000`03

000`91

000`OI

OOO6ム

060`9

000`ε

ノ

000`客

000`1.

006

008

00乙

oo9

009

00ウ

00ε

00客

OOT

一〇〇〇`0ε

一〇〇〇`0客

一〇〇〇.ST

-000`OI

一〇〇〇`乙

一〇〇〇`9

-000`£

-000`客

一〇〇〇篭1

-006

-008
,

-00乙

一〇〇9

-009

-OOラ

ーooε

一〇〇Z

--ooI

-1

(圓)

7(十=

LZT

 

1

998`T8

T
」

7
》

0

11

師

98

螂

㎝

6稀'

088

00ラ`1

009`ラ

OOZ`ム

[oooilz

OOO`ε

000`ラ

000`9

000`9

000`L

OOO`8

000`6

000`Z

OOO`I

SS8

 

1

ε

ε

粧

芯

側

脇

伽

鰯

器

鰍
㎜
臓
騰

灘

㎜
麗

㎜
聯

轟轟書唾

、

'

辱

!

●



'

戸

128

、

匪了

商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

下

一

め
れ
ば
、
次

の
如
く

で
あ

る
。

-
・

ざ
σ◎
堵
11
　
ρ
$

qゆ
密

ー
μ
・詔
◎◎
曾

ご
σq
図

然

し
な

が
ら
第

三
十
表

に
於
け

る
冤
税
顯

輔
万
圓
以

上

の
所
得
世
帯
敏

は

●⇔
bゆ
"ミ
μ
で
あ

る
が
、
昭
和

二
十
二
年
十
二
月
末

に

お
け
る
札

幌
税
務
署
管
颪

内

の
世
帯
総
数

墜

鵡
α
に
封
し

て
は

Qの
費
恕

獣

で
あ
る
、
前
述

の
昭
和
二
十

一
年

の
P
密
凍

に
比
較
す
れ

ば
遙
か

に
大

で

は
あ
る

が
、
併

し
充
分
に
穴

で
あ
る
と
は
言

ひ
難

い
。

,

.

前

と
同
檬

に
綜
合
所
得
分
布

表

(
第

三
十
表
)
を

基
礎

と
し
、
冤
税
黙

一
万
圓
以
下

の
所
得
世

帯
を
推
測
し

て
全
所
得
分
布
表

を
求
め

れ
ぱ
第

三
十

一
表

の
如
く

で
あ

る
。

　 88,725

88,000

87,000

86,000

82,000

80,000

 

島

玉

仙

島

焉

1-

10Q-・

200--

300-

400-

500一

600-700 1,000 79ワ000
一

700-800 2,000 78ρ ひ0

800-900 2,000 76,000

900-1,000 2ρ00 74,000

1,000--2,000. 12,000 72ρ00

2・000-'3・0ρ0 7,000 60ρ00、

3,000-5,000 9,000 53,000

5,000-7,000 4,000 44ρoo

セ,000-10,000 7②29 40,000

10,000-15,000 3,101 32,771
〆

15,000-20,000 3,494 29ゐ70

20,000一30,000 6260 26,176

30,000-40,000 5,951 19,916

40,000一50,000 4,067 13,965

50,000-70,000 3,985 9£98

70,000-90,000 1,140 5,913

、90,000-120,000 1,405 4,773

1209000-150,000 708 3,368

150,000-200,000 779 2ゐ60

200,000-250,000 844 1β81

250,000-300,000 604 1ρ37

300,000--500の00 247
5

、433

500,000-1』00,000 129 186

1ρ00,000一 57 57

計 88,725

こ
の
第

三
十

一
表

に
よ
れ
ば
、冤
税
黒

一
万
圓
未
満

の
所
得
世
帯

数
は

蟄
"O
鰹

で
あ
り
、
冤
税
黙
以
上

の
世
帯
数

は

黛
塾爲
戸
で
あ

る
。

254
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総

世
帯

数

◎◎
q◎
闘
悼
駅
に
封

す

る
割
合

は
前

者

に

お
い

て

⑦
螢
8

遥

、
後

者

に
お

い

て
qo
①
・詮

獣

で

あ

る
。

然
る
に
所
得
金
額

に
就

い
て
見

れ

ば
、
菟
税
貼
以
下
世
帯

の
所
得
金
額

は

嵩
罫
馨

ヒ

4
密

画
、
冤
税
黙

以
上
世
帯

の
所

得
金
額

は

ゆ
b
㊤
メ
8
挿
竃
O
廻
、
'
総
計

N
留
ρ
認
亜
嬉
お
匝

と

な

る
。

こ
れ
を
所
得
総
額

に
封

す

る
割
合

で
示

せ
ぱ
、
前
者

に

お
い
て

メ
$

%
、
後
者

に
お

い
て
㊤
ゆ
.⑦
刈
磯

で
あ

つ
て
、
前
述

の
昭
和

二
十

一
年

の
場
合
と
反
樹

の
割
合
を

現
ほ

し

て
い

る
。
又
、

一
世
帯
當
干
均
所

得
は
昭
和
二
十

一
年

の
N
O
8
函

に
封

し

鵠
μ
α
μ
α
匝

と

μ
悼
b9
倍

強

の
増
加
を

示
し
て
い
る
。
是
れ

に
よ

つ
て
冤
税

黙
以
上
所
得
階
級

に
お
け
る
所
得
増
加

の

著
し

い
こ
と
が
明
ら
か
.で
あ

る
。
以
上
を
要
約
し

て
表
示
す
れ
ば
第

三
十
二
表

の
如
く

で
あ

る
。次

に
全
所
得
分
布
表

(
第

三
十

一
表
)

に
よ
つ
て
パ

レ
ー
ト
方

程
式
を

求
め
れ
ば
次

の
如

く

で
あ

る
ρ

ざ

びq
属

11

⑦
.O
綴

譲

ー
O
.警

㊤
Gゆ

ざ

σq
図

こ

の
場
合

の
パ

レ
ー
ト
…常
数

黛
の
値

は
O
・窪
5
鵠

で
あ

つ
て
、
前
述

の
何

れ

の
場
合

よ
り
も
著

し
く
小

で
あ
る
。
從

つ
て
所
得
分
布

の
不
李
等
は
著

し
く
大
と
な

つ
た

こ
と
を
意
味
す

る
。

以
上
述

べ
た
札
幌
税
務
署
管

匠

に
お
け
る
昭
和
二
十

一
年
並

に
昭
和

二
十

二
年

の
諸

々
の

敏
値

を
昭
和

八
年
度

の
そ
れ
と
謝

比
し
て
み
れ

ば
次
の
第

三
十
三
表
及
び
第
三

十
四
表

の
如

く

で
あ
り

、
,職
前

と
職
後
と

の
著

し
い
相
蓮
が

一
見

し

て
明
瞭

で
あ
る
。

、叉
、
昭
和
八

年
度

、
昭
和

二
十

一
年
及
び
二
十
二
年

の
全
所
得
分
布

に
關
す
る
累
積
度
数

札

幌

市

に

お
け

る
所

得

分
布

サ

.

曾

、

＼

表二十三第φ

年
次

1

所 得 範 輿 世帯敷
亀 所得 金 額

(圓)

一世帯當

李均所得
(圓)
世捲数
%
所得金額
%

±
和年

昭二i魍 点 以 下1(15 ,000圓)

免 税 点 以 上
'

計 1

81,384

471

81β55

154β85,250

16,467,500

171,052,750

1β99

34,963

2,090

99.42

5,158

10α00

90.37

9ゐ3

100.00

昭二

重
和年

冤 税 点 以 下
(10,000圓)
免 税 点 以 上

計

55,954

32,771

88,725

165,982,750

2,097β02600

2£63.785250

2,966

64,014

、

63.06

猫綿

7.33

92.67

10α00

、

＼

255
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し
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ラ

當
得
個

帯
所
世
均
一
準
ラ
額
個
総得目種得所次

.
年

2S70

32201

41,153

11,321,170

15,166麺530

1,348,623メ563

第三種 所得(1200圓 以上)

綜合所 得(15,000圓 以上)

綜 合所 得(10,000圓 以上)

昭 和 八 年 度

昭和土十一年

昭和ご十二年

昭 和 八 年 度

昭和二十一年

昭和二十二年

第三種所得によろ推測
4

綜合所得に二る推測
1

綜 合斯得による推測

32.345450

171,052,750

2£63,785,250

561

2,090

25β15

,

,

第.三 十 四 表

 

8

10gAの 値

 

値の圓種得所年

9.13581

10.25283

10.46368

1.78499

1.81174

1.39861

第 三種所 得(1,200圓 以上)

綜 合所 得(15,000圓 以上)

綜 合所得(10,000Pti以 上)

度

年

・
年

葉

‡

 
ロ
ノ

零

和

和

昭

昭

昭

昭 和 八 年 鹿

昭和二十一年

昭和二+ご 年

一

第三種所得による推測

蒜 合所得による推測!

綜合所得による推測

.146891

1.36011

0.64093

7.84795

8.15093

665595

分
布
曲
線
を
描
け
ば
次
の
第
十
圖

の
如
く
で

筋

あ

る
。

四

職
後
札
幌
市

に
お
け
る
所
得
分
布

、

職

時
禮
制

の
樹
立

と
そ

の
強
化
は
北
海
道

に
お
け

る
職
時
統
制
維
濟

の
政
治
的
中
心
地

と
し

で
の
札
幌
市

に

非

常

な

攣
貌
を
與

へ

、,

た
。
昭
和

十
六
年

に
圓
山
助
を
併

合
し
、
更

に
経
戦
後

に
於

い
て
は
昭
和

二
十
五
年

四
月

のに
札
幌
村

の

一
部
を

、
七
月

に
は
白
石
村
を

更

に
昭
和
二
十
六
年

五
月

に
は
廣

島
村

の

一

部
を
併

合
し
た
。
人

口
の
自

然
増
加
、
來
佳

人

口
の
増
加
、
隣
接

町
村

の
合
併

に
よ

る
市

勢
膨
脹

の
跡

は
次
の
第

三
十
五
表

に
よ

つ
て

明
ら

か

で
あ
る
。

.

.

即
ち

昭
和
二
十
五
年
十
月

現
在

の
歌
況
を

昭
和

四
年

の
そ
れ
に
比

べ
れ

ば
、

二
十

一
年

間

に
市
域

に
於

い
て
徹
・駅
倍

強
、
世
帯
数

に

於

い
て

b9
μ
倍
強
、
人
口
数

に
於
、い
て
bg
b
倍

、

一

、

■



、'

、

＼

131

'

札

幌

市

に

お
け

る

所
得

分
布

ieo,e。0饗

世

A

、to・eo"o

帯'

!,eeo

!00

!o

'

一
、
o

＼
も

、
O
♪
も
も
O

好
蕊

も
ミ

ー

＼
ミ

こ

引到(
昏

ト
N
も
ら

イ

＼
"
O
◎

も

町戸

ヤ
圖

●

、も
ミ

㌔
こ

ABC線:昭 和七年 第三種所得 より推測(BC線=第 三種 断得)

A!B!Cノ 線:昭 和二十 一年綜 合所得iuJ推 測(Btcノ 線:綜 合所 得)

AクBクC"線=昭 和二十二年綜合 所得 より推 測(B'.Cク 線=綜 合 所得)

、

、

o

第 三 十 五 表

ノ

年 次 麟) 世 翻 人 ロ 備.

昭 和四 年 十 月 一 日

昭 和九 年十 月一 日

昭 和 十 六 年十月・一日

昭和二十五年十月一日

昭和二十六年十月一口

考'

llI24
.16931β52116pβ21・

37,、761、88β39嘲 一 日札 幌 村 一 部 船29.284

灘ll:総;罐 器1器軸
133・4k8768・985324・4661事 月一 日廣 島 村 一 部 併 合

∫

'

257
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ノ
だ

セ

弱

に
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し

て
い
み
。
更

に
札
様
市

の
嚢
展

の
糠
相

を
北
海
道
都

市

の
上
位
を
古
め
る
函
館
市

及
び
小
樽
市

の
そ
れ
と
比

べ
れ
,

ぱ
、
札
幌
市

が
如
何

に
稜
展

の
波

に
乗

つ
て
い
る
か

凱
知
ら

れ
る
。
第

三
十
六
表
参

照
。

第 三 十 六 表

1都市名陶 岬 監 五翠勘 馴捨加$%

119.49

32.37

28.62

47,734

36,917

67・5101 35,658

11,674

8,214

31β52

36,060

28,703'

札幌市

函館市

小樽市

 

世

帯

歎

95。11

27.01

21.82

3・13,769

228,994

・78・33・1

152,984

48,694

31,945繍ii婁

 

人

ロ

数

54,732,723

218轟590418

353,(X586600

419,081,933

274A40,657

74230200

101,122295

113潟36幽7

181,260,109

95,077,736

89,34a208

88,045,075

30,3%A61

16舜～35,777

258

 

"

第 三 十 七 表

札幌市綜合所得。昭和二十三年分

所得金額(圓)

2,109β51,639

所 得 階 級 鋤/世 職

20,000-40,000

40,000-709000

7Q,00Q-100・000

・・・・… 一 ・5・・…1

'150
,000-・200,000

1,802

4,746

6,135

4,8σ3

2,140

獅

協

棚

魏
、
螂

m

砧

皿

4

一
22,043

200,000-

220,000-

250,000-

300,000-

500,000一

220,000

250,000

300,000

500,000

700,000

700,000-1,000,000

1,000,000-2,000mOO

2,0009000・ ・一一5,000,000

5,000,000一

計

、

9

さ

斯

る
急
速
な
膨
脹
を
示
し
た
札
幌
市

に
お

い
て
、
特

に
職
後

の
イ

ン
フ
レ
ー

シ

ヨ
ン
時
期

に
お

い
て
、
所
得

の
分
布
歌
態
が

如
何
な

る

様
相
を
呈

し
て
い
る
か
を
考
察
す

る
。

前

に
昭
和
二
十

一
年

並

に
二

十
二
年

の
札

幌

税

務
署
管
匠

(
札
幌
市
、
札
幌
郡
、
石
狩
郡
、
厚
田
郡
、
千
歳
郡
)
内

に
お
け
る
綜
合
所
得
分

布

を
資
料

と
し

て
考
察

し
た
が
、

こ
㌧
で
は
幸
ひ

に
札
幌
市

の
み

に
ρ
い
て
昭
和
二
十
三
年

分
、
二
十
四
年
分
及
び
二
十

五
年
分

の
資

料

も

'

,

、

'

"
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是

等

の
三

つ
の
表

か

ら
次

の
第

四
十
表

が
得
ら

れ

る
。

今
、
第

三
十
七
、
三
十
八
、
三
+
九
表

の
各
冤
税

鮎
以
上

の
所
得
分
布
表

に
よ
つ

て
パ

レ
ー
ト
方
程
式
を

求
め
れ
ば
次

の
如
く

で
あ

る
。

器

蓄

目

十

団

醤

ゆ

ざ

σq
男

11
H
帥
O
鼠

器

ー
H
.象

鳶

ざ

σ亀
図

超

苔

口

十

置

醤

串

ざ

σq
屠

11
昌
↑
聾

8

卜
鱒
b
。o
Q◎
Q。
◎9

ざ

⑳
図

器

苫

口

十

団

"

串

.

H
o
σq
男

"
μ
悼
8

ぱ

H
ー
μ
.㊤
蜜

⑩
Φ

一
〇
σQ
図

札

幌

市

に

お

け

ろ

所

得

分

布

.第 三 † 八 表

札幌市綜合所得。昭和二十四年分

所 得 階 級(圓)

20,000-40,000

40,000-70,000

70,000鼻 一100,000

100,000-150,000・

150,000-200,000

200,000一 一・・22Q,000
ゆ

220,000-250,000

250,000-一 一300,000

300,000--500,000

500,000-700,000

700,000-1,000,000

1,000,000-2,000,000

2,000,000-r5,000,000

5,000,000-,畠

世帯敷

4,575

8,959

3,096

4,617

3,563

917

1,246

1,331

1,565

323

137

102

15

2

計
13・ ・〈1,,1,8

所得金額(圓)

163,584,723

446,972,207

247,061,569

473,434,520

478,510,77王

146,612,358

243,214,096

312,870,006

547A35,140

187,127,313

110,821,353

.123,457,744

39,159,244

33,309,569

3,553,570,613

第 三 十 九 表

凄 祉幌市綜合所得。昭和二+五 年分

所 得 階 級(圓).

50,000-80,000

80,000-100,000

100,000--120,000

120,000-150,000

150,000-200,000

200,000-300,000

300,000一 噂500,000

500.000-700,000

700,000戸800,000

800,000-1,000,000

1,000,000-2,000,000

2,000,000-5,000,000

5,000,000一

計

世幣敷

2,008

1,656

1259

1,972

2,187

2,073

1,695

538

120

127

111

18

2

所得金額(圓)

132,347,476

150,681,576

137,426,962

260,320,713

372,706,380

496,358,631

631,347,375

274,743,762

82,769,189

97,319,041`

127,264,918

48,158,618

11,000,000

・窃766{2鵬25&653
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'

が
得
ら

れ
た

の
で
、、
札

幌
市
域
内

に
お
け
る
所

得
分
布
歌
態
を
考
察

す

る
こ
と
が
出
來

る
。
資
料
と
し
て
第

三
+
七
、

表

が
與

へ
ら
れ
る
。

一二
十

八
、

三
十

九

昏
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商

學

討

究

第
三
巻

第
二
號

こ
れ

に
よ
れ

ば
バ

レ
ー
諮
常
数

黛

の
値

は
何
れ
も
相
當

に
大

で
あ
9
、
且

つ
相

互

に
あ
ま
り
著
し

い
差

が
な

い
。
從

つ
て
冤
税

貼
以

34

ω

エ

の

　

上

の
分
布

に
於

い
て
は

こ
の
年
間
を
通
じ

て
不
軍
等
度

は
小
さ

い
と

い
う
こ
と

転
な

る
。

L

考

第 四 十 表
一世帯賞

㌔ 牢錦 得1備

 

年

95,7、,1免鮪 二胴 以上

同 上

免税点五方圓以上

116,709

205・030

昭和二十三年

昭和二十四年

昭和二十五年

第 四 十 、一 表

世耀 陛識 嬰

 

次年

37。50

50.11

20.39

SS,7,gl
}

60,760i

22,043

30448

13,76667SIO

昭和二十三年分

昭和二十四年分

略和二十五年分

然

る
に
免
税

黙
以
上

の
所
得

世
帯
藪

だ
け
で
は
所
得
分
布

の
全
貌

を

-

・

把
握

す
る

こ
乏

の
出
來
な

い
こ
と
は
上

の
第
四
+

〒
表

に
よ

つ
て
明

ら

か

で
あ
る
。

、

第
四
盲

一
表
に
よ
れ
ば
、
総
世
帯
数
に
封
す
る
冤
税
黙
以
上
の
所
得

世
帯

数

の
割
合

は
比
較
的

に
大

で
あ

る
。
從
來
第

三
種
所

得
分
布

に
お

い
て
は
、
こ

の
比
奉
は

一
般

に
凡
そ

+
パ
ー

セ
ン
ト
内
外
、
乃
至
高

々

十
数
パ
ー

セ

ン
ト
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
場
合

に
お

い
て
は
比
較

的
に
多

数

の
所
得
世
帯

を
捉

え

て
い
る
と

い
う

こ
と

が
出
來

る
。

そ
れ

に
し

て

も
昭
和

二
十
四
年

に
於

い
て
さ
え

9
.障
駅

で
あ
り

、
昭

和

二

十

五

年

に
於

い
て
は

8
.紹

獣

に
過

ぎ
な

い
。
そ
れ
故

に
ご

㌦
で
も
亦
、
冤

税

貼
以
下

の
所
得
分
布

の
歌
態

を
推
定

し
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
前

と
同

檬

の
方
法

を
以

つ
て
冤
税
鮎
以
下

の
所

得
分
布
状
態
を
推
定
し

て
、
第

四
十

二
表

ハ
昭
和

二
十
三
年
並

に
二
十
四
年
)

及
び
第

四
十
三
表

(
昭
和

二
十
五
年

」
を
得
る
。

＼

.

.

是

等
第
四
十

二
表
及
び
第
四
十
三
表

の
所
得
分
布
表

に
よ
れ
ば

、
昭
和

二
十
三
年
分

に
於

い
て
は
、
冤
税
黙
二
万
圓
未
満

の
所
得
世
帯

数

は

Q⇔
ρ
司
鵠

、
冤
税
購
以
上

の
そ
れ

は

博
』9
b
俸
●9
.
合
計

α
Q。
闘
刈
O

で
あ
り
、

こ

の
総
世
帯
敏

に
樹
す

る
前
者

の
割
合
は

雷

・密
%
、
後
者

の
割
合
は

㊤⇔
8
巴

獣

で
あ

る
。
又
、
所

得
金
額

に
つ
い
て
は
、

冤
税
貼
以
下
所

得
世
帯
・の
所
得

金
額

昌
メ
b9
"
♪
駅
8

匝
、
冤
税

瓢
以
上

の

、

、

ノ

～

■

9

亀

ノ
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第 四 十 三 表

所 得

1-

1,000-

2,000-

3,000-一

,4,000-

5,000一 二

6,000-

7,000-

8,000--

9,000-

10,000-

20,000-

30,000-

40,000--

50,000・ 一一

80,000一

ユ00,000-

120,000"

150,000L

200,000-

300?000-

500,000-

700,000一

和
年
駁矯

昭
二
世

　圓(

㎜

㎜

㎜

㎜

伽

島

a

島

脳

、5

㎜

伽

㎜

㎝

㎜

伽

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㈲

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

のン

ウ

リ

リ

つ

リ

ウ

リ

リ

リ

リ

リ

ウ

リ

リ

リ

リ

リ

6

7

8

9

10

20

30

40

50

80

00

20

50

00

00

00

00

00

1

1

1

2

3

5

7

8

800,000-1,000,000

1,000,000-2,0QO,000

2,000,000-5,000,000

5,000,000一

261

計

詔

器

㎜
潔

㎜
端

羅

㎜
捲

壽

繍

㎜
覇
慨

溜

B
2

1

67PIO

●

第 四 十 二 表

㌧

断 得 階 級(圓 ⊃

1-

1,000-

2,000-

3,000-

4,000-

5,000-

6,000-

7,qoO-

8,000-

9,000-

10,000-

20,000-

40,000-

70,000-

100,000-

15q,000-

200,000-

220,000--

250,000-

300,000-・

500,000一

脚

脚

働

脚

伽

伽

脚

㎝

㎝

働

鋼

脚

脚

脚

伽

脚

脚

伽

脚

㎝

㎝

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

20

40

70

00

50

-∞

20

50

00

00

00

1

1

2

2

2

3

5

7

700,000一 鴫1,000,000

1,000,000--2,000,000

2,000,000-5,000,000

5,000,000-一 ・

計

世 帯 薮

昭 和昭 和
二十三年ヒ十四年

靭

伽

㎜

細

鋼

脚

珈

脚

鋼

伽

捌

鋭

顯

渦

棚

脚

姫

鮒

皿

鵬

螂

鵬

68

皿

4

2

8

4

2

2

ユ

ー

1

1

1

1

1

4

6

4

2

1

58,779

、

㎜
、鋤

翻

㎜
㎜
㎜
翻

麗

繍

、欝

翻
,跳

罵

欝

翌

2

1

60,760

そ

れ

が

トっ
b話

薗
含

μ
8

0
函
、
合

計

h9
"8

ρ
O
α㊤
葛

轡
囲

で
あ

り
、

そ

の

一
世

帯

當

干

均
所

得

は

躰
跨
ホ

同
囮

と
な

る
。

而

し

て
所

得
総

額

、

9

書

亀

、'
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-

に
釣
す
る
冤
税

黙
以

下
所
得
金
額

の
割
合
は
.
↑
O
●o
獣
、
冤
税
鮎
以
上

の
そ
れ
は

㊤
α
め
4
駅

で
あ
る
。

ク

次
に
昭
和

二
十
四
年

分

に
つ
い
て
見

れ
ば
、
世
帯

総
数

㊦
ρ
馨

の
内

、
菟
税

鮎

二
万
圓
未
満
…の
所
得

世
帯

数
は

零
"◎⇔
H
悼
、
冤
税

鮎
…以

上

の
ぞ
5れ

は

8
薬
お

で
あ

る
。

こ
れ
を
世
帯
総
歎

に
封
す

る
割
合

で
示
ぜ
ぱ
、
前
者

が

脳
曽
沼

獣
、

後
者
は

巳

ヒ

獣

で
あ

つ
て
爾
者

ぼ

璽
伯
仲

し
て
い
る
。
然
し
、
所
得
金
額

に
つ
い
て
は
、
冤
税

黙
以
下
所
得
世
帯

の
所
得
金
額

は
μ
O
博
為
8
噂8
0
画
、
冤
税
鮎
以
上

の
そ
れ

は

♪
μ
窃
㍉
密
"O
O
O
國

で
あ
り
、
合
計

♪
膿
ρ
含
9
0
0
0
璽
、

一
世
帯

當
平
均
所
得

$

◎◎
Q◎
q。
國

と
な

る
。

而
し

て
総
所
得
金
額

に
封

す

る

冤
税
鮎
以
下
所
得
金
額

の
割
合

は

鱒
盲

獣
、
冤
視

鮎
以
上

の
そ
れ
.は

O
図
蓑

で
あ
る
。

-

茨
に
昭
和

二
十

五
年
分

に
つ
い

て
は
、
世
帯
総
数

雪
"蟄
O

の
内

、
冤
税
黙

五
万
圓
未
満

の
所
得

旗
帯
数
は

$
匂繹

、
冤
税
鮎
以
上

の

そ
れ
は

μ
Qo
b蕊
O

で
あ
る
。

そ

の
世
帯
総

数

に
封
ず

る
比
率
は
前
者

に
お

い
て

お

b
H
獣
、
後
者

に
お

い
て

8

毬

獣

で
あ
る
。
叉
、
所

-得

金
額

に
於

い

て
は
、

冤
税

鮎
以
下
所

得
世
幣

の
所

得

金

額

は

c◎
$
転
呂
b
O
O
画
、

冤
税

黙
以
上

の
そ
れ
は

¢⇔
"O
留
"象

℃8
0
匝
、
合
計

Q⇔
℃竈
訓
お
ρ
O
O
O
璽

で
あ
り
、

一
世
帯
當

軍
均
所
得
は
獣
O
b
㊤
駅
麗

と
な

る
。
而
し

て
所
得
総
額

に
封
す

る
比
率
は
前
者

に
お
い
て
μ
O
司
μ
獣
、

後
一者
に
お

い
て

沼
・団
O
逮

で
あ
る
。

・

・

以
上
を
簡
軍

に
表
示
す

れ
ば
第
四

十
四
表

の
通
り

で
あ
る
。

.

次

に
前

掲
第

四
十

二
、
第

四
十
三
表

の
全
所
得
分
布
表

に
基

づ

い
て
雨
樹
敏
目

盛
上

に
累
積
度
数

分
布
曲
線

を
描
け
ば
第

十

一
圖

の
如

く

で
あ

る
塾

,

-

而

し
で
是

等

の
曲
線

に
封

す
る
補
間
直

線
方
程
式
を
求
め
れ

ば
次

の
如

く
で
あ

る
。

0

超

曽

口

十

鴇

醤

串

ざ

σ陰
男

11
刈
.8

誌

G⇔
1
0
・q◎
誤

識

冒

σq
図

器

軸
コ
ロ

十

目

薪

⇒

一
〇
σq
属

11
司
●罷

8

1
0
・選

障

冒

σq
図

蜀

苫

B

十

団

喰

⇒

ざ

σq
属

1ー
メ
密

虜

I
O
.Φ
お
蕊

ざ

σq
図

●

1
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第 四 十 四 表

札

幌

市
に
お

lt'る

所

得

分

布,

叫 所得糊

畜1
聖鷹。編 ヂ
手 免 税 点 以 上

葦 ・計

F

世帯数 所得 金 額
一世帯當

亭均所得 世帯敷 所得金額
レ(圓) (圓) % %

ノ

"36
,736 117.244500 3,192 6250 塩03

22,043 2,789415,000 126β44 37.50 95.97

58,779 2ρ0(勾659石00149茄1 100.00 10000

12αβ3

48

60

M

㎝

り0

6

下

上

以
)
以
・

点

圓
点

計

　

税
釦
挽

.

　

`
免

@

免

昭
和
二
十
四
年

102,660,0003,38749.89 242

4,143,755,000136,09350ユ197。58

4,24fOA15,00069β88100,00100.00

昭
和
二
+
五
年

免 税 点 以 下

(50,000圓)
免 税 点 以 上

母

53,744

13,766

67,510

363茄5,000

3,031β45,000

3,395400,000
臨

[6,765

、2209242

50295
診

7961

2α39

110α00

1041
・

8929

10α00

〆
稿
〃

to,oeo

世t,・ ・0

・ 帯
弊

loo

SO

'

、 、
◎

言

o

ト
巳

o

、ミ

"ミ

も

8

ミ

も

鱒
ぶ
ミ

も

、
§

ミ

飾 娼(⑳

ト
ミ

♪
ミ

も

⑨
s

♪
§

o

AB6線:瑠 和二十 三年綜 合所 よ得 り推 測(BC線 言綜合所得)

A/B,Cノ 線:昭 和 二十四年綜 合所 得 より推測(B,Cノ 線=綜 合所 得)、

AクBクC'/線:昭 和二十 五年綜 合所得 よ り推 測(B"C'一 線:綜 合所得)
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.

.

是

等

の
パ

レ
ー

ト
方

程
式

に
お

け

る

黛

の
値

は
何

れ

も

け
よ
り

も

小

で
あ

つ

て
、

に
比

べ
る
と
第

四

十

五
表

の
如

く

で
あ

る

。

-

ノ

第 四 十 五 表

1

こ
れ
を
前
掲
盆

税
監

上
の
所
得
世
帯
の
場
合

鮒

dの 値

垂馨窮鵠 所惣

 

年

0.87565

0.84141

0.84046

1.84672

2.03883

1、95596

昭和二十三年分

昭和二十四年分

昭和二十五年分

第

四
十

六
表

に
ょ

つ
て
見
れ
ば
、

は

9
Q◎
を

上
下

す
る
ほ
ど
に
小
さ
く
な

つ
た

こ
と
が
知
ら
れ

る
。
從

つ

て
バ

レ
ー
}
測
度

に
よ
れ

ば
札
幌
市

に
お
け

る
所
得
分
布
歌

態

は

不
卒
等
度

を
薯
し
ぐ
増

加
.し
た
と
判

定

さ
れ

る
。

以
上
種

々
の
方
向
か
ら
札
幌
市

に
お
け

る
所
得
分
布

の
歌

態
を
把
握
す

る
こ
と
を
試

み
た
。
資
料

の
不
備
と
不
統

一
と

の
た

め

に
、
彼

我

の
比
較
検
討

に
多
く

の
危
瞼

と
不
合

理
と
を

内
藏
す

る
こ
と
は
如
何
と
も
致
し

が
た

い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
大
艘

の
指
向
は
以
上

の
考

察

に
よ
つ
・て
得
ら

れ
る
こ
と

玉
思

ふ
。

(
註
1
)
,
拙
橋

「
旭
川
に
於
け
る
所
得
分
布
」
北
海
道
大
學
、
法
纏
會
、

「
法
紹
會
論
叢
」
第
三
輯
。
昭
和
九
年
十

一
月
。

拙
稿

「
所
得
の
肚
會
的
ビ
ヲ
ミ
イ
ド
に
就

い
て
」
日
本
統
計
學
會
年
報
第
四
輯
。
昭
和
十
年
四
月
。

/

.

O

.

'

9

,

.

づ

,

・

●

,
第
四

十
五
表

に
よ
れ
ば
、
菟
税

鮎
以
上

の
所
得
分
布

に
於

い
て
は
、
黛

の
値

は

b9
を

上
下
し

て
い
る
が
、
・
概
し

て
言

へ
ば
所
得

分
布

の
パ

レ
ー
ト
常

数

の
値

と
し
て
は
大
き

い
方

で
あ
る
。

然

る

に
全
所
得
分
布

の
場
合

の

黛

の
値

は

昌
よ
り
も
小

で
あ
り
、
パ

レ
ー
ト
常
敏

の
値

と
し

て
は
著
し
く
小

で
あ
る
。
從

つ
て
パ

レ
ー
ト
測
度
に
よ
れ

ば
、
前
者

の
場

合

に
は
所
得

分
布

の

む

ロ

不
卒
等
度

が
比
較
的

に
小
さ
べ
馬
後
者

の
場
合

に
は
分
布

の
不
李
等
度

が
大

で
あ
る

と
い
う
こ

と

に
な

る
。

・

,

最
後

に
前
述

の
種

々
な
る
観

黙

の
中
か
ら
特

に
パ

レ
ー
ト
常
数

黛

だ
け
を
取
り
出
し

て
大

局
的

に
所
得

分
布
歌

態

の
傾
向
を
見
れ
ば
次

の
第

四
十
六
表

の
如
く
で
あ

る
。

黛

の
値

は
暗

和

二
十

一
年

ま
で
は
大
艦

に
於

い
て

H
娠

を
上

下
し

て
い
た
が
、
昭
和
二
十

二
年
以
降

◎
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表六
"

十四第
.

考備
ノ

logA

 

家年

戸敷割所得によう計敷(札 幌市)

第三種所得 よのの推定(同 上)

戸敷割所得 によう計敷(同 上)・

第 三種所得 よりの推定(同上)

同上(札 幌税務署管圃)・

綜合所得 よりの推定(同 上)

同上(同 上)

綜合所得 よりの推定(同 上)

同上(同 上)

綜 合所得 よりの推定(札 幌市)

同上(同 上)

同上(同 上)

1.52825

1。20166

1。59841

1.43532

1.46891

1.53775

L48587

1.36011

0.64093

0.87565

0.84141

0.84046

8。05195

7.04433

8.30813

7.64358

7.84795

8.41460

8。17568

8.15093

6.65595

7.60233

7。58230

7.55228

昭 和 四 年

昭 和 四 年

昭 和 七 年

昭 和 七 年

昭 和 七 』年

昭 和+六 年

昭 和 十 七 年

昭和 二 十 一 年

昭和 二 十 二年

昭和 二 十 三 年

昭和 二 十 四 年

昭和 二+五 年

 

、

札
幌

市

に
お

け

多

所

得
分

布

ノ

亀

◎

一

註
2

拙

稿

「
賃
銀

の
分
布

に
關

す

ろ

ノ
ー
ト

」
小
樽
商
科

大

學
、

「
商
學

討
究

」
復
刊
第

一
巻

第

一
號
。

昭
和

二
十

五
`

年
十

一
月
。

註
3

拙
稿

「
小
所
得

の
分
布
に
就

い
て
」
日
本
統
計
學
會
年

報
第
十

一
年
、
昭
和
十
七
年

八
月
。

拙
稿

「
所
得
の
パ

レ
ー
ト
線
に

っ
い
て
」
日
本
経
濟
學
會

年
報
第
二
輯
。
昭
和
十
七
年
十

一
月
。

、

4

鳶

σ

ド

、

●

265

、

」'




